
平成２８年度
当初予算主要事業要求資料

別紙１



〔事務事業名〕 企業立地推進事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

○岡山市企業立地促進奨励金

・ 一般製造工場等を立地する企業に対し奨励金を交付

○岡山市本社・中四国支店等立地推進事業

・ 市内本社企業も新たに人材確保奨励金の対象とする【拡充】

○岡山市都市型サービス産業推進事業

・ コールセンター等を立地する企業に対し補助金を交付

・ ２回目以降の増設の場合等も補助対象とする【拡充】

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　経済局産業振興・雇用推進課

　企業立地推進担当課長　佐古　和之

　内線　４５１５

　直通　０８６－８０３－１３２８

担当者名

電　　　話

本社、本社機能（総務、経理、研修、研究開発部門等）、中四国支店等広域営業拠点等
を立地する企業に対し補助金を交付
・

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　これまでの工場誘致に加え、平成２６年度から本社や中四国支店等の広域的営業拠点、
平成２７年度から総務、経理、研修、研究開発部門等の本社機能の一部も誘致対象に加え
たところであり、平成２８年度からは、この度の国の地域再生法に基づく地方拠点強化税制
に要件を揃えて、市内本社企業の本社機能の移転も対象に加え、岡山を創業の地とする企
業の更なる拠点強化を図り、事務系職種の雇用の創出を図ります。

72,375

72,375

68,776

担当課名
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〔事務事業名〕 空港南産業団地整備事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

(１)実施内容

　団地名称：　空港南産業団地

　開発主体：　岡山県、岡山市

　位　　　置：　岡山市北区富吉地内

　事業面積：　約２７ｈａ（開発面積 約２４ｈａ）

　分譲面積：　約１０ｈａ（３区画）

　概算事業費：　約４８．５億円（県：約４０．２億円、市：約８．３億円）

（分譲地売却益を除いた実質負担額　県：１０．２億円、市：８．３億円）

(２)開発スケジュール(予定)

　造成工事：　平成２８～３０年度

（平成２８年度は下水道事業を実施）

　分譲開始：　平成３０年度

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　経済局産業振興・雇用推進課

　企業立地推進担当課長　佐古　和之

　内線　４５１５

　直通　０８６－８０３－１３２８

担当課名

担当者名

電　　　話

　未利用県有地である元第２リサーチパーク用地を活用し、岡山県と共同で産業団地整
備を行う。

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　交通の利便性に優れ災害リスクの低い県南内陸部は、企業からの引き合いが多い一方、
現状では市内の企業用地は不足しており、その確保が課題となっています。
　そこで、県の元第２リサーチパーク用地を活用し、県と共同で産業団地を開発することで企
業ニーズに合った用地を確保することにより、企業誘致を進め、雇用を確保し、企業と人の
地方移転を促進します。

25,032

25,032

－

新規
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〔事務事業名〕 ヘルスケア産業創出・育成事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

○ヘルスケア産業に関するマーケティング調査、市内企業に対する可能性調査等

○地域版協議会、事業化モデル、創業・商品開発支援制度等の検討

○調査等報告会、シンポジウム等の開催

○研究会（ワーキンググループ）への支援（試作・検証支援等）

〇試作機器開発補助等

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　経済局産業振興・雇用推進課

　課長　竹本　泉造

　内線　４５２０

　直通　０８６－８０３－１３２３

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　健康で心豊かな暮らしをサポートする機器、サービス、システム等、経済産業分野における
すべての事業及び商品を対象分野としたヘルスケア産業において、異業種交流や消費者
ニーズのフィードバック等を通じて、常に新しい事業の創出や商品開発を目指します。

26,670

26,670

－

担当課名
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〔事務事業名〕 地場産業振興事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

　（１）内容

①オンリーワン企業育成支援事業

②販路拡張助成事業

・中小ものづくり企業等が県外見本市等に出展する際の小間料等を補助

③岡山大学連携型起業家育成施設入居者支援事業

・岡山大学内に整備した「岡山大インキュベータ」に入居する中小企業へ賃料を補助

④戦略的販路開拓・ハンズオン支援事業（見本市等出展支援事業）

⑤戦略的販路開拓・ハンズオン支援事業（ブランド力向上支援事業）

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　経済局産業振興・雇用推進課

　課長　竹本　泉造

　内線　４５２０

　直通　０８６－８０３－１３２３

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

担当課名

担当者名

電　　　話

　市内中小ものづくり企業等の新規取引先の開拓や販路拡大、あるいは優れた技術力や製
品開発力を生かした付加価値の高く競争力のある新たな商品・試作開発やビジネスの創出
を支援していくことで産業振興を図ります。

・岡山県産業振興財団と連携し、中小ものづくり企業等による商品化の研究・試作開発
に対し補助金を交付

・中小ものづくり企業等が県外見本市等に出展する際に、専門家を派遣し出展前の準
備段階、出展日当日、出展後のフォローまで一貫したアドバイス等の支援を実施

・中小ものづくり企業等の売れる商品開発やブランド力向上に繋がるよう、専門家による
アドバイスを実施

39,850

39,850

31,548
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〔事務事業名〕 商業振興事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

①個性創出事業

・イベントやマップ作成等に対する補助

②個店研修事業

　 ・個店の魅力アップのための研修に対する補助

③空き店舗対策事業

　 ・店舗改装に対する補助

④基盤整備事業

　 ・アーケード等共同利用施設の整備改修等に対する補助

⑤商店街活性化支援事業(商店街のやる気の後押し)

　○商店街が自ら実施する事業

・商店街活性化勉強会・研修等に対する補助

・商店街活性化計画策定に対する補助

・計画に基づく店舗を開店する際の店舗改装費等に対する補助

　○NPO法人や民間企業等が商店街と連携して実施する事業【新規】

・NPO法人や民間企業等が商店街と連携し実施する商店街活性化事業に対する補助

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　経済局産業振興・雇用推進課

　課長　竹本　泉造

　内線　４５２０

　直通　０８６－８０３－１３２３

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　中心市街地の商店街は、歩行者通行量の減少や空き店舗の増加など厳しい状況にあるた
め、商店街における特徴的な取組や時流に乗った取組を支援し、魅力の向上による誘客を
図ります。

35,791

35,791

45,200
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〔事務事業名〕 商工業近代化指導事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

○創業支援事業

・創業相談事業　（創業希望者への創業相談）

・創業セミナー事業　（創業希望者への研修事業）

・女性向け創業セミナー事業　（女性に特化した創業希望者への研修事業）

・起業家塾事業　（創業希望者への起業支援）

・起業家塾フォローアップ事業　（創業者・創業準備者へのフォローアップ事業）

・創業者支援事業　（創業に要する経費に対する補助）

○経営支援事業

・中小企業向け経営セミナー事業　（経営・財務等の研修事業）

・中小企業向け人材育成事業　（企業のリーダー層、中堅若手層への研修事業）

・経営改革支援事業　（設備投資に要する経費に対する補助）

・情報発信事業　（販路開拓に要する経費に対する補助）

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　経済局産業振興・雇用推進課

　課長　竹本　泉造

　内線　４５２０

　直通　０８６－８０３－１３２３

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　市内中小企業が厳しい環境に対応していくために、各種セミナーの開催、人材育成研修
の開催及び販路開拓支援等を行い、中小企業の活性化を図るとともに、起業支援による市
内起業の増加を図ります。

3,243

担当課名

98,369

98,369
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〔事務事業名〕 中小企業融資制度資金貸付事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

○岡山市中小企業融資制度事業　（中小企業向け融資制度の運営）

○中小企業融資制度利子補給金事業　（融資制度取扱金融機関への利子補給）

○中小企業融資制度保証料補給金事業　（岡山県信用保証協会への保証料補給）

○マル経融資利子補給事業　（マル経融資利用者への利子補給）

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　経済局産業振興・雇用推進課

　課長　竹本　泉造

　内線　４５２０

　直通　０８６－８０３－１３２３

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　市内中小企業に対する事業資金の調達が円滑に行われるように融資制度を運営し、企業
の資金繰りを支援していくことで本市中小企業の健全な育成・発展を図ります。

担当課名

担当者名

電　　　話

42,064

42,064

39,247
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〔事務事業名〕 雇用対策等事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

　（１）内容

①ＵＩＪターンを意識した合同企業説明会開催事業

主に首都圏就学の学生等を対象とした市内中小企業等による合同企業説明会を開催

②新規学卒者等合同企業説明会等開催事業

③求人・企業情報開拓事業

市内中小企業等の求人情報や企業情報を開拓し、新規学卒者等に提供

④マザーズ出張相談開催事業

⑤ジョブマッチング事業【新規】

若年求職者に市内中小企業等における就業体験の機会等を提供

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　経済局産業振興・雇用推進課

　課長　竹本　泉造

　内線　４５２０

　直通　０８６－８０３－１３２３

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　人材確保に苦慮している市内企業の情報発信を支援し、市内中小企業等を知る機会を設
け、市内企業と新規学卒者等の就職マッチングを図ります。

21,651

8,800

担当課名

担当者名

電　　　話

主に市内就学の学生等を対象とした市内中小企業等による合同企業説明会や合同就
職面接会を開催

おかやまマザーズハローワーク（国）と共同で、市内ふれあいセンター等において出張
相談を開催

21,651
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〔事務事業名〕 都心創生まちづくり構想推進事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

（１）石山公園等を活用した賑わいの創出

　開催期間 平成２８年１０月～１１月

（２）旧内山下小学校を活用した賑わいの創出

　開催期間 平成２８年９月～１１月

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　政策局政策企画課

　地域政策担当課長　赤坂　隆

　内線　３５８４

　直通　０８６－８０３－１０４２

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　平成２５年度末に策定した「都心創生まちづくり構想」や、これまで実施してきた社会実験
等の成果に基づき、旧内山下小学校跡地の活用について引き続き検討するとともに、岡山
城を中心とした魅力づくりや回遊性の向上、隣接する石山公園の再整備、旭川かわまちづく
りの計画との連携・調整を図ります。

27,876

電　　　話

　都心創生まちづくり構想に基づき旧内山下小学校跡地の今後の活用について、引き
続き社会実験的な活用を行いながら検討を進めます。

27,876

1,400

担当課名

担当者名

　歴史文化ゾーンの回遊拠点となる石山公園で、１０月から１１月にかけて開催する岡山
芸術交流や、９月から１１月かけて実施するオープンカフェ社会実験に合わせ、「食」に
テーマを置いた催しを実施し賑わいの創出を図ります。
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〔事務事業名〕 回遊性向上社会実験事業（県庁通り・西川緑道公園筋）

１　事業の趣旨

２　事業内容

(１)区　　　間

　①県庁通り（市役所筋から表町商店街まで）　※交通規制は、市役所筋から柳川筋まで

　②西川緑道公園筋（平和橋から桶屋橋まで）

(２)概　　　要

　①県庁通り

　②西川緑道公園筋

(３)実施時期

　①県庁通り　　秋ごろを目途に数日間

　②西川緑道公園筋　　西川パフォーマー事業開催日等の土・日・祝日のうち計５日間

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　都市整備局庭園都市推進課

　課長　亀井　良幸

　内線　３６８１

　直通　０８６－８０３－１３９５

80,553

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　車から歩行者・自転車・公共交通優先のまちづくりを進めるため、県庁通りにおいて交通規
制を伴う社会実験を行い、にぎわい創出の効果、歩行者、自動車交通等への影響などの検
証を行います。
　また、西川緑道公園筋においても、西川パフォーマー事業にあわせた歩行者天国化によ
る賑わいづくりについて、市民主体の運営のあり方を探ります。

　平日を含む連続した数日間、県庁通りにおいて車道一車線の交通規制により生じた空
間を自転車走行空間とすることでの効果・影響を検証するとともに、土日には、沿道の協
力を得て賑わい演出もあわせて行い、歩いて楽しい道路空間の検証を行います。

　　西川緑道公園筋西側市道（平和橋～桶屋橋）歩行者天国化の定期開催を視野に、
沿道店舗と連携した賑わいづくりを行うとともに、市民を主体とした運営の仕組みづくりを
目指した社会実験を実施します。

109,800

109,800
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〔事務事業名〕 有害鳥獣対策

１　事業の趣旨

２　事業内容

　(１)農作物鳥獣害防止対策事業費補助金【拡充】

　侵入防止柵の設置に対する助成

　(２)有害獣捕獲柵補助金【拡充】

　捕獲柵(檻)購入に対する助成

　(３)有害獣捕獲補助金【拡充】

　イノシシ、シカ等の捕獲に対する助成

　(４)狩猟による捕獲促進事業費補助金【拡充】

　狩猟期のイノシシ、シカ等の捕獲に対する助成

　(５)有害鳥獣捕獲活動奨励補助金【拡充】

　駆除班の活動に対する助成

　(６)捕獲活動推進対策補助金

　狩猟免許取得に対する助成

　(７)鳥獣被害対策実施隊【新規】

　鳥獣被害対策実施隊の編成

　(８)その他の事業

　鳥獣害対策講演会の開催ほか

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・県支出金 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　経済局農林水産課

　課長　丸川　洋一

　内線　４５４０

　直通　０８６－８０３－１３４５

35,450

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　イノシシ等有害鳥獣の出没範囲が広がり、農作物等の被害が拡大していることから、地域
ぐるみで野生鳥獣が出没しにくい環境の整備を啓発するとともに、侵入防止柵の整備助成、
捕獲柵（檻）の設置助成、捕獲活動を行う駆除班の活動支援、捕獲に対する奨励金の交付
を行うことで、総合的な対策を図り、野生鳥獣による農作物等の被害の軽減を目指します。

90,487

39,200

51,287
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〔事務事業名〕 担い手の確保・育成

１　事業の趣旨

２　事業内容

○担い手の確保

・ 就農相談会等で若手農業者を新規就農希望者に紹介【新規】

・ 若手農業者による体験研修の実施、マッチング【新規】

・ 技術取得のための実務研修の開催

・ UIJターン者で園芸農業者に対する初期施設整備支援【新規】

・ 就農直後の所得確保のための給付

・ 新規就農者に対する奨励金の給付

○経営の強化

・ 農地中間管理機構を通じた農地集積に対する支援

・ 担い手への農地集積に対する支援【新規】

・ 生産性向上のための施設整備・機械導入等に対する助成

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・県支出金 千円

・その他 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　経済局農林水産課

　課長　丸川　洋一

　内線　４５４０

　直通　０８６－８０３－１３４６

担当者名

電　　　話

93,100

250

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　若手農業者を登録・紹介するとともに、県外の就農希望者に対する営農開始時の支援の
幅を広げること等により、担い手の確保・育成を図ります。

136,795

43,445

81,655

担当課名
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〔事務事業名〕 地産地消の推進

１　事業の趣旨

２　事業内容

・ 地産地消バスツアー

・ 地場産農産物の直売所マップによる地産地消ＰＲ

・ 米粉料理教室、米粉＆乳製品スタンプラリー等

・ 地域地産地消推進モデル事業

・ おかやまマルシェ（仮称）【新規】

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　経済局農林水産課

　課長　丸川　洋一

　内線　４５４０

　直通　０８６－８０３－１３４６

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　地場産農産物の周知や販路の拡大を行い、消費拡大による農業者の所得向上や経営の
安定化を推進し、「食」による地域の活性化を図ります。

農業まつり（農村部の魅力のＰＲ、農業者と飲食店等とのマッチング等）を開催

16,194

16,194

8,660
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〔事務事業名〕 多面的機能支払交付金事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

３　要求額　　　　　

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・県支出金 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　経済局農林水産課

　課長　丸川　洋一

　内線　４５４０

　直通　０８６－８０３－１３４６

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

40,502

161,308

担当課名

　農業地域の過疎化・高齢化により、農業地域の住民が行う水路の泥上げ・草刈り等の地域
共同活動の継続が困難となっている。そのため、これらの活動を支援することにより、地域の
用水路等の保全管理を促進するとともに、農業・農村が持つ多面的機能の発揮と集落機能
の再生・強化を図ります。

172,009

131,507

　地域住民が共同で行う、水路の泥上げや農道の路面維持等の地域資源の基礎的な保全
活動、花の植栽等による景観形成等の農村環境の良好な保全といった地域資源の質的向
上を図る活動、多面的機能の発揮に資する地域提案型の活動等を支援する。
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〔事務事業名〕 移住定住促進事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

・移住相談会の開催　　5,731千円

(新)連携中枢都市圏域基礎自治体及び岡山市移住定住支援協議会との連携

(拡)岡山市主催による移住相談会及びセミナー等の開催回数の増

・移住支援情報発信の強化　　15,567千円

・移住下見ツアーの実施　　1,875千円

・東京移住相談窓口の設置　　3,797千円

(新)東京の「サテライト移住相談窓口」でのアドバイザーによる移住相談及び情報発信

・お試し住宅の提供　　15,216千円

・就職・転職支援　　7,800千円

(拡)東京圏からの市内企業面接に係る交通費の助成

・日常的な移住相談対応　　1,146千円

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　市民協働局市民協働企画総務課

　課長　小野　典生

　内線　３２７０

　直通　０８６－８０３－１０３１

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　移住・定住先として全国的な認知度が高まっているこの機を捉え、移住・定住希望者に対
し、ワンストップで相談・支援が行える体制の充実、具体的に相談が出来る場の提供、メディ
アを活用した本市への移住・定住に関する情報の発信など、総合的な支援を展開すること
で、人口減少対策の一環として、本市への移住・定住の促進を図り、地域の活性化につなげ
ていきます。

51,132

51,132

17,800

担当課名
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〔事務事業名〕 日中韓３か国地方政府交流会議開催事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

(１)主　　催 一般財団法人 自治体国際化協会、岡山市

(２)開催時期 平成２８年１０月頃

(３)参加見込 ３００～５００名（日本・中国・韓国の地方政府関係者）

(４)会議日程 １日目　開会式、歓迎レセプション

２日目　本会議（基調講演、パネルディスカッション等）

３～４日目　エクスカーション（視察研修）

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　市民協働局国際課 　経済局観光コンベンション推進課

　課長　荻野　拓志 　課長　芳原　保

　内線　３２５０ 　内線　４５３０

　直通　０８６－８０３－１１１２ 　直通　０８６－８０３－１３３２

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

20,857

20,857

－

 　日中韓３か国地方政府交流会議は、歴史的にも地理的にも密接な関係にある日本、中
国、韓国の３か国地方政府間の国際交流・協力を一層促進することを目的に、平成１１年度
から３か国で輪番制にて毎年開催しているものです。
　 この会議の平成２８年度における岡山市での開催決定を受け、市をあげておもてなしの心
で会議参加者を迎え、本市の観光資源やコンベンションシティーとしての魅力を国内外に情
報発信します。

新規
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〔事務事業名〕 おかやま観光情報発信事業（「桃太郎のまち岡山」）

１　事業の趣旨

２　事業内容

○桃太郎のまち岡山創造・発信

・ 桃太郎さんの朝ごはん

・ 桃太郎グッズの開発【新規】

・ 桃太郎衣装の着付け体験【新規】

○情報発信・観光宣伝

・ 主要都市への誘客促進、白桃パフェＤaysの実施等

○ＪＲデスティネーション・キャンペーン

・ 平成２８年４月から６月にかけて行われるキャンペーンへの参画

○受入環境の整備・充実

・ パンフレット、ノベルティグッズの作成等

○交流連携の推進

・ 観光交流都市等との交流事業等

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　経済局観光コンベンション推進課

　課長　芳原　保

　内線　４５３０

　直通　０８６－８０３－１３３２

27,000

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　岡山市は、国内外において観光地としての認知度が低い状況が続いていますが、岡山の
都市イメージとしては「桃太郎」が定着しています。
  しかしながら、実際に「桃太郎」を体感できる観光素材が不足しており、岡山市を訪れる観
光客の満足度や話題性という面でインパクトを欠いていることから、今後、「桃太郎」を健康で
元気な象徴として創造・発信し、「桃太郎に出会えるまち」をPRしていきます。

25,040

25,040
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〔事務事業名〕 おかやま観光事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

○岡山後楽園、岡山城等連携

○岡山城におけるイベント開催

○おかやま桃太郎まつり等の開催

○岡山城の魅力アップ（天守閣内トイレの改修等）【拡充】

○岡山城天守閣のこれからの在り方の調査業務委託【新規】

　・各界各層(入場者・文化団体・経済団体等)のアンケート調査等と分析

　・他城の事例の調査・分析

　・ソフト・ハード両面からの見直し提案　　　など

○岡山城再建５０周年に向けた記念イベント実施の準備【新規】

○岡山市プロモーションビデオの作成【新規】

○観光情報サイトのスマホ対応化【新規】

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　経済局観光コンベンション推進課

　課長　芳原　保

　内線　４５３０

　直通　０８６－８０３－１３３２

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　広域観光のベース宿泊地としての利便性を生かし、宿泊・滞在の魅力をさらに高め、「岡山
から始まる瀬戸内の旅」をＰＲすることにより、宿泊客の増加や滞在時間の延長を図ります。

193,400

193,400

131,800

担当課名
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〔事務事業名〕 外国人誘客・国際観光振興事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

○案内看板等設置・改修（多言語化）

○外国人観光客誘客促進（商店街の免税店等の情報発信・マップの作成等）

○多言語パンフレットの作成

○雑誌社等招請・広告掲載、国内での商談会への参加

○海外プロモーション（台湾、タイ、マレーシア、フランス）【拡充】

○個人観光客誘致促進【新規】

増加傾向にある欧米を中心とした個人観光客をターゲットとする宿泊助成制度の創設

○受入体制整備【拡充】

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　経済局観光コンベンション推進課

　課長　芳原　保

　内線　４５３０

　直通　０８６－８０３－１３３２

担当者名

電　　　話

東アジアを主要なターゲットとする団体旅行に加え、関西国際空港等を経由し、JRを利
用して移動する個人観光客を新たなターゲットとするプロモーション
瀬戸内４市連携によるマレーシアでの観光セミナー開催

欧米を中心とした個人観光客に対応できる外国語スタッフの観光案内所への配置

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　国内人口が減少する一方、訪日外国人旅行者数・消費額ともに増加傾向にあることから、
「観光を日本経済を牽引する基幹産業に飛躍させる」とする国の「観光立国実現に向けたア
クションプログラム２０１５」に呼応し地方から積極的に取り組みます。

59,038

59,038

－

担当課名
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〔事務事業名〕 コンベンション誘致対策事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

○情報収集・情報発信事業（JNTO等からの情報収集、Webサイトによる情報発信等）

○誘致事業（誘致セールス、セミナー等の開催、視察受入等）

○開催支援事業（開催補助金の交付、歓迎看板の設置等の支援サービス実施）

○JNTO賛助団体制度の活用（制度を活用した情報収集、招請事業への参加等）

○国際会議誘致体制の強化【新規】

○主催者ニーズの把握・分析による支援メニューの拡充【拡充】

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・その他 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　経済局観光コンベンション推進課

　課長　芳原　保

　内線　４５３０

　直通　０８６－８０３－１３３２

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　岡山市は、西日本の交通結節点にあり、駅に直結したコンベンション施設を有するととも
に、学会のキーパーソンが所属する大学が集積しています。
　こうした優位性を活かしながら、岡山市、おかやま観光コンベンション協会、岡山コンベン
ションセンターを中心に、産学官が連携し、MICEの地元開催を促進するとともに、国際会議
の誘致に取り組み、地域経済の活性化、人と知と技術の交流を通じた都市ブランドの向上、
国際化を推進します。

35,982

9,800

26,182

29,182
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〔事務事業名〕 中山間・周辺地域活性化及び区別計画策定ヒアリング

実施事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　政策局政策企画課

　地域政策担当課長　赤坂　隆

　内線　３５８４

　直通　０８６－８０３－１０４２

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　全市域的にエリア分けによるヒアリングを実施します。

　　※Ｈ27年度　実態把握調査実施済み地域（24小学校区）について
　　　　H28年度は、区別計画策定にかかるヒアリングに加えて、調査結果を地域へ
　　　　フィードバックして、情報共有をはかったうえで、地域の方々と地域特性や課
　　　　題、必要な支援等について対話やヒアリングも行います。

12,800

12,800

3,600

　区別計画策定に向けて、中山間・周辺地域等における地域特性をいかしたまちづくりの考
え方や方向性を検討するため、市内全域においてヒアリングを実施するものです。
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〔事務事業名〕 中山間地域住民活動応援事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

○

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　北区役所総務・地域振興課

　課長　野﨑　裕之

　内線　４１８６

　直通　０８６－８０３－１６５７
電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　中山間地域（御津・建部）は、急速な高齢化や後継者不足に加え、人口流出による集落機
能の低下及び産業の停滞等が進んでおり、住民と行政が協働して地域の諸問題を調査・研
究し、安全で安心して居住できる活き活きとした中山間地域のふるさとづくりを目指します。

○ 　地域住民と行政が協働し地域課題の解決や地域づくりのための諸事業を推進し、「活
き活きとした御津・建部地域のふるさとづくり」を推進する。
平成２７年度は「地域おこし協力隊員」３名を採用予定であり、地域住民と協力して地域
活性化活動を行う。

　平成２８年度は「地域おこし協力隊員」の活動を本格化させる予定。

○ 　地域住民が主体的に課題解決にあたる「ふるさと活性化協議会」の協議を継続し、地
域活性化活動をより一層推進するため「地域おこし協力隊」を増員（御津・建部各1名
計２名）して事業化や活動の促進を図る。

21,166

21,166

11,400

担当課名

担当者名
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〔事務事業名〕 岡山操車場跡地整備推進事業

（健康・医療・福祉系施設導入区域）

１　事業の趣旨

２　事業内容

事業プロポーザルの実施及び事業者決定

　・事業プロポーザル実施に係る支援業務委託、不動産鑑定等

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　保健福祉局医療政策推進課

　課長　福井　貴弘

　内線　３９５０

　直通　０８６－８０３－１６３６

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　岡山操車場整備基本計画に定める健康・医療・福祉系施設導入区域について、健康・医
療等の機能の集積を進め、あわせて「賑い」「情報」「癒し」機能の導入を図ります。
　平成２７年度は、当該区域の西側約１．８haに市民病院、地域ケア総合推進センターを開
設しました。
　平成２８年度は、当該区域の東側約３．０ha用地について定期借地権を活用した民間企業
への貸し付けによる施設整備を前提に、事業プロポーザルの実施及び事業者の決定を行い
ます。

27,000

27,000

3,519,000
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〔事務事業名〕 立地適正化計画の策定

１　事業の趣旨

２　事業内容

(１)実施内容

(２)計画策定期間 平成２７年度から平成２９年度(予定)

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　都市整備局都市計画課

　課長　小野　正勝

　内線　３６３０

　直通　０８６－８０３－１３７１

15,000

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　これまでは、人口増加と自動車を前提とした都市づくりが進められ、自動車に過度に依存
した低密度で分散化した市街地が拡大してきましたが、今後は、人口減少・少子高齢化に適
切に対応した持続可能な都市づくりが必要となっています。
　そこで、公共交通政策等と連携した立地適正化計画制度を活用し、都心、地域の拠点、公
共交通沿線に居住や都市機能が集約され、都心拠点と周辺地域の各拠点が相互に公共交
通を中心とする交通体系で結ばれた「拠点ネットワーク型コンパクトシティ」を構築すること
で、人口減少下においても、快適で活力のある歩いて暮らせるまちづくりを推進します。

　立地適正化計画では、公共交通施策等と連携し、住宅及び都市機能増進施設（医療・福
祉・教育・商業など）の立地の適正化を図るため、居住や都市機能を誘導する区域を定め、
各区域で誘導する施設や施策、並びに関連事業をとりまとめます。
　本計画に位置付けた各種施策、事業を実施することにより、時間をかけながら緩やかな都
市の集約化を誘導します。

13,332

6,500

6,832
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〔事務事業名〕 旭川かわまちづくり事業

（－集う・憩う・楽しむ水辺－「旭川再生!」）

１　事業の趣旨

２　事業内容

(１)全体概要

　①水辺の回遊性の向上

・ 後楽園東側の堤防上について、回遊性向上を目的とした歩行空間の整備

・ 現在地や目的地、周遊ルートを分かりやすく表現した案内看板等を整備など

　②水辺の魅力を活かしたにぎわいの拠点創出

・ 水辺の見えるオープンカフェの常設

・ 利用しやすい空間づくりを目的とした石山公園の再整備など

(２)平成２８年度事業

・ 旭川さくらみちの歩行空間整備工事

・ 石山公園再整備の実施設計　ほか

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・地方債 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　都市整備局庭園都市推進課

　課長　亀井　良幸

　内線　３６８１

　直通　０８６－８０３－１３９５

22,200

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　まちなかの回遊性向上と魅力づくりに向けた取り組みのひとつとして、旭川さくらみちの桜
並木の保全のほか、旭川を中心としたにぎわいの拠点づくりを、国土交通省岡山河川事務
所等と連携して取り組みます。

69,712

8,223

7,400

54,089
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〔事務事業名〕 まちなか公園マネジメント

１　事業の趣旨

２　事業内容

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　都市整備局庭園都市推進課

　課長　亀井　良幸

　内線　３６８１

　直通　０８６－８０３－１３９５

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　公園の特性を活かした利活用を進めるため、パークマネジメントの手法を取り入れた市内
主要公園の運営のあり方について検討を進めます。

13,961

13,961

16,500

　主要公園のひとつである石山公園周辺における旭川を中心としたにぎわいの拠点づくりの
ため、民間活力の導入も視野に入れたオープンカフェの常設化に向けた社会実験を継続
し、にぎわい創出に向けて取り組むとともに、設置方法や運営のあり方など具体策について
検討を進めていきます。
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〔事務事業名〕 岡山西部総合公園（仮称）整備事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

平成24年度 「岡山操車場跡地整備基本計画」策定

平成25年度 施設配置、規模等の検討を行うための基本設計

平成26年度

平成27年度

平成28年度 岡山西部総合公園（仮称）の本工事等及び用地買収

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・地方債 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　都市整備局庭園都市推進課

　担当課長　佐藤　二郎

　内線　３６８０

　直通　０８６－８０３－１３９２

3,855,000

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　岡山操車場跡地の「総合公園区域」について、市民の皆さんが憩い、楽しむ、緑あふれる
総合公園として、また、災害時には防災拠点となる防災公園として整備を行います。

1,228,668

500,000

515,800

212,868

岡山西部総合公園（仮称）の実施設計及び公園管理棟の基本設計及び用
地買収

岡山西部総合公園（仮称）の本工事及び公園管理棟の実施設計及び用地
買収
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〔事務事業名〕　 健康みつ21公園（仮称）整備事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・地方債 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　都市整備局庭園都市推進課  市民生活局生活安全課

　担当課長　佐藤　二郎 　課長　大畑　誠

　内線　３６８０ 　内線　３２３０

　直通　０８６－８０３－１３９２ 　直通　０８６－８０３－１２７７

24,400

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

201,500

177,100

電　　　話

181,100

担当課名

担当者名

【平成25年度】　　進入路新設工事

【平成26年度】　　敷地造成工事

【平成27年度】　　公園整備工事（造成工事、給水施設、電気工事、トイレ新設）
                        墓地整備工事（雨水排水施設、給水施設、縁石、植栽）

【平成28年度】　　公園施設整備工事（真砂土舗装、体育施設、安全施設ほか）
　　　　　　　　　　　墓地整備工事（舗装、転落防止柵ほか）

　新市建設基本計画に基づき、旧御津町の旭川左岸に豊かな自然を活かした健康づくりの
できる公園として整備を行います。
　場所：　　　北区御津伊田
　公園面積：３．０ｈａ
　施設概要：多目的広場、健康広場、墓地等
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〔事務事業名〕 新たな総合交通計画策定事業（都市交通戦略推進事業）

１　事業の趣旨

２　事業内容

新たな総合交通計画を策定します。

・ 本市が目指す交通ネットワーク及びサービス水準に関する検討

・ 生活交通を含む交通ネットワーク改善策及び利用促進策の効果・影響分析

・ 学識経験者、交通事業者等との計画素案に関する協議

３　要求額 　※都市交通戦略推進事業に含まれる

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　都市整備局交通政策課

　課長　林　恭生

　内線　３６２０

　直通　０８６－８０３－１３７６

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

20,000

11,000

9,000

－

　現在の岡山市は、人口増加と自動車利用を前提とした低密度で分散した都市構造となっ
ているため、中心市街地の活力が低下しており、また、郊外部では路線バスの減便や廃止と
いった公共交通の衰退により日常生活に必要な移動手段が失われつつあります。これから
は、人口減少・少子高齢化の中で、都心と各地域とが多様性を発揮しながら連携した活力の
あるまちづくりが求められています。
　こうした中、現在検討を行っている新たな総合計画で示される岡山市の将来像の実現に向
けて、都心と各地域の拠点、それらの周辺地域が公共交通を中心とした交通ネットワークで
相互に結ばれた交通体系の構築を目指して、その具体の将来像を定め、実現化方策と実行
戦略を示した、交通のグランドデザインとも言える新たな総合交通計画を策定します。

新規
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〔事務事業名〕 都市交通戦略推進事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

都市交通戦略の事業プログラム（施策）を実施する。

○ 戦略目標１　　都心と地域拠点との連携軸の強化に向けた施策

・ 人と環境にやさしいLRTの推進（吉備線LRT化の検討の推進）

・ パークアンドライドの推進（パークアンドバスライド、サイクルアンドバスライド）

・ モビリティマネジメント　等

○ 戦略目標２　　都心内の回遊性の向上に向けた施策

・ 路面電車の岡山駅前広場乗り入れ検討

・ 路線バス方面別化の完全実施

・ 次世代モビリティの活用可能性を検討するための実証実験　　等

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・地方債 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　都市整備局交通政策課

　課長　林　恭生

　内線　３６２０

　直通　０８６－８０３－１３７６

126,300

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　今後、生活交通として自動車を運転できない高齢者の増加、自動車交通に起因するCO2
や騒音の削減、中心市街地の回遊性の向上など多くの課題を解決するためには、過度に自
動車に依存する交通体系から公共交通中心の交通体系へ転換する必要があります。
　このことから、短期（概ね５年）・中期（概ね10年）に戦略的に交通施策に取り組み、公共交
通と自転車を中心とした人と環境にやさしい総合交通体系を構築することを目指します。

220,414

68,376

2,200

149,838
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〔事務事業名〕 路面電車の岡山駅前広場への乗り入れ調査・検討

（都市交通戦略推進事業）

１　事業の趣旨

２　事業内容

（１）内容

・ 路面電車の駅前広場への乗り入れ計画

討等

・ 岡山駅前広場及び周辺道路の交通量等の調査

・ 乗り入れに伴う駅前広場機能の改善整備計画

・ 環境影響評価等の法手続き

（２）期間 平成２６年度から平成２９年度

（３）実施主体 岡山市

３　要求額 　※都市交通戦略推進事業に含まれる

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　都市整備局交通政策課

　課長　林　恭生

　内線　３６２０

　直通　０８６－８０３－１３７６

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　岡山市の喫緊の課題である回遊性の向上、中心市街地の活性化を目的に、平成２６年度
より「中心市街地活性化政策パッケージ」の一環として路面電車の岡山駅前広場への乗り入
れ調査・検討を行います。また、路面電車の乗り入れを契機に、駅前広場全体の整備計画
についても検討を行います。
　現在は、「経済性（事業効果）」、「利便性（乗換）」に優れる平面乗り入れ案を市の計画案と
して提示したところであり、この案をベースに関係者協議や検討の深度化を図るとともに、駅
前広場全体のあり方について、地元や周辺商店街等と連携して検討することとしています。

23,870

担当課名

　線形計画、運行計画、駅前交差点の交通処理、地下埋設物・地下構造物への影響検

43,400

19,530

17,500

- 31 -



〔事務事業名〕 吉備線ＬＲＴ化検討（都市交通戦略推進事業）

１　事業の趣旨

２　事業内容

　 （１）内容

・ 一宮・高松連携軸の公共交通のサービス向上のための吉備線ＬＲＴ化基本計画

・ 吉備線を軸とした公共交通ネットワーク構築計画

（２）期間 平成２１年度から

（３）実施主体 岡山市・総社市・ＪＲ西日本

３　要求額 　※都市交通戦略推進事業に含まれる

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　都市整備局交通政策課

　課長　林　恭生

　内線　３６２０

　直通　０８６－８０３－１３７６

12,100

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　岡山市都市交通戦略に位置付けられた岡山市と総社市をつなぐ一宮・高松連携軸の公共
交通サービスの向上を図るとともに駅周辺のまちづくりを行い、コンパクトシティ化にも寄与す
ることを目的に吉備線ＬＲＴ化検討を行います。
　現在は、基本計画の根幹となる具体的な費用負担や運営スキームの内容について、優先
して協議を重ねているところであり、さらに運行事業者の採算性や施設等の所有のあり方、
運行事業者を含めた関係者の役割分担などの観点から検討を行っています。

　線形計画、運行計画、乗継拠点の検討、周辺施設との連携、新駅設置、維持管理方
法、費用負担、運営スキーム　等

22,000

9,900

20,000

担当課名

担当者名

電　　　話
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〔事務事業名〕 超小型モビリティ（都市交通戦略推進事業）

１　事業の趣旨

※超小型モビリティ

　　自動車よりコンパクトで、移動の足となる1人から2人乗り程度の車両

２　事業内容

３　要求額 　※都市交通戦略推進事業に含まれる

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　課長　今井　洋孫 　課長　林　恭生

　内線　３６２５ 　内線　３６２０

　直通　０８６－８０３－１３７５ 　直通　０８６－８０３－１３７６
電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

公共交通と自動車の効率的な組み合わせを実現するとともに、自動車交通に依存した交通
体系から、人と環境にやさしい公共交通中心の交通体系によるコンパクトな市街地への転換
を図るため、多様な交通手段を組み合わせて活用できる環境整備を進めるため、次世代交
通（超小型モビリティ）の活用の可能性について、実証実験を通じて検証します。

　超小型モビリティを各種対象者（女性、高齢者、企業等）に活用してもらい、その特徴や使
い勝手を認知して頂き、また利用者目線からの車両の問題点や現状ニーズとの合致点の洗
い出し、交通課題解決可能性等を検証する実証実験を実施します。

20,000

11,000

9,000

6,500

担当課名
　都市整備局交通政策課
　自転車先進都市推進室

　都市整備局交通政策課

担当者名
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〔事務事業名〕 生活交通確保事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

　 ・ 御津・建部コミュニティバスの運行に対し、その費用の一部を助成

・ 足守地区における過疎地有償運送に対し、その費用の一部を助成

・

・

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・その他 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　都市整備局交通政策課

　課長　林　恭生

　内線　３６２０

　直通　０８６－８０３－１３７６

担当者名

66,683

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

公共交通利用が不便な地域における新たな生活交通導入を目指して、地域が主体と
なって持続的に運用する生活交通の導入スキームの検討、導入ガイドラインの作成、並
びに生活交通（試験・本格）運行費用の一部を助成

地域住民に必要なバス路線のうち、広域的・幹線的なバス路線の運行維持確保を図るこ
とを目的として、運行事業者に対し、その費用の一部を助成

15,812

50,871

63,000

担当課名

　今後、人口減少と高齢化により岡山市でも生活サービス機能の維持が困難となることが懸
念されます。生活サービスの１つである公共交通はすでに衰退傾向となっており、これ以上
の減便や廃止が起きないよう、現在運行している路線を維持することや、公共交通が身近に
ない等の日常生活における移動が不便な地域を中心に、新たな交通手段を確保することが
求められています。
　そこで、広域的なバス路線やコミュニティバスの運行経費赤字分に対し、その一部を助成
するとともに、公共交通利用が不便な地域において、デマンド交通等により地域の特性に
合った生活交通確保に取り組みます。
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〔事務事業名〕 自転車先進都市おかやま事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

(１)道路状況に応じた安全で快適な自転車走行環境の実現

(２)ニーズに応じた効果的な駐輪対策

(３)自転車利用のマナーアップ

(４)サイクリングロード整備事業

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・地方債 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　課長　今井　洋孫 　課長　頼経　秀智

　内線　３６２５ 　内線　３６６０

　直通　０８６－８０３－１３７５ 　直通　０８６－８０３－１４１５

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　誰もが自転車を“安全”で“便利”に“楽しく”使うことが出来る都市『自転車先進都市おかや
ま』の実現を目指し、平成２４年８月に策定した「自転車先進都市おかやま実行戦略」に基づ
き、各種施策を推進していきます。

中心部の道路において、路線の状況に応じた整備手法で自転車走行空間の整備や路
面の段差解消を行い安全で快適な走行空間ネットワークの形成を目指す。また、郊外か
ら中心部へアクセスする路線の選定や調査を行い今後の整備の基礎資料とします。

　駐輪場の容量が不足している岡山駅西口（駅元町）や表町地区について、駐輪場整
備を行う他、中心市街地における駐輪場整備促進策として、民間事業者に対し駐輪場
整備費の一部を補助する制度を創設し、民間駐輪場整備の後押しを行います。

　都市整備局道路港湾管理課

担当者名

自転車関連交通事故の減少を目的として、平成27年度に実施している交通事故多発地
点における事故調査・分析結果を基に、対応策を実施します。また、啓発イベントを秋の
交通安全週間に合わせて開催する他、放置自転車防止啓発指導を、夜間に放置自転
車が多い箇所においても実施します。

　自転車を楽しんで利用してもらう環境づくりへの取組みの一つとして、既存のサイクリン
グロード（吉備路自転車道等）について、路線の現状を調査した上、案内看板等の充
実・更新等を行うことにより、既存資源の有効活用を図ります。

643,148

218,083

153,100

電　　　話

271,965

670,000

担当課名
　都市整備局交通政策課
　自転車先進都市推進室
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〔事務事業名〕 都市の成長につながる道づくり

１　事業の趣旨

２　事業内容

・（主）岡山赤穂線（中井～宍甘）　 延長３．５ｋｍ、４種１級、幅員２６．０ｍ

・（市）藤田浦安南町線　 延長１．６ｋｍ、４種１級、幅員３６．０ｍ

・（市）江並升田線 延長１．４ｋｍ、４種１級、幅員２６．０～４２．０ｍ

・（都）下中野平井線(旭川工区)　 延長１．１ｋｍ、４種１級、幅員３５．０ｍ

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・地方債 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　都市整備局道路計画課

　課長　平澤　重之

　内線　３６４０

　直通　０８６－８０３－１６９６

2,004,000

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　中心市街地への流出入交通や通過交通を適切に誘導・分散導入することによる交通混雑
の解消に資する地域高規格道路等の、岡山環状道路を整備します。

2,653,900

1,367,740

1,098,300

187,860
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〔事務事業名〕 市街地再開発事業＜中山下一丁目１番地区＞

１　事業の趣旨

２　事業内容

　施行者 ： 中山下一丁目１番地区市街地再開発組合

　所在地 ： 岡山市北区中山下一丁目１番地区

　面積 ： 約０．７ha

　総事業費 ： 約７５億円（うち国費予定額：１２．２億円、市費９．３億円）

　整備内容 ： 延べ面積　約２３,７００㎡

　主な用途 ： 商業、公益的施設(クリニック、高齢者介護施設)、住宅 、駐車場等

　住宅戸数 ： １５３戸

　平成２８年度事業： 施設建築物工事

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・地方債 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　都市整備局市街地整備課

　都市再課発担当課長　内藤　克彦

　内線　３６５１

　直通　０８６－８０３－１３７８
電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　当地区は、商業核の駅前地区、表町地区を繋ぐ都心軸桃太郎大通りのほぼ中間点に位
置するが、現況は老朽化した共同ビルや平面駐車場等の低未利用地の状況で、地区の求
心性の向上を図るため新たに都市機能の更新が必要です。
　多様な施設の集積と社交機能の充足を図り都市機能の集積と住居性を備えた施設整備を
図ります。

248,938

124,469

112,000

12,469

169,400

担当課名

担当者名
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〔事務事業名〕 市街地再開発事業＜錦町7番地区＞

１　事業の趣旨

２　事業内容

　施行者 ： 錦町７番地区市街地再開発組合

　所在地 ： 岡山市北区錦町７番地区

　面積 ： 約０.７６ha

　総事業費 ： 約２００億円（うち国費予定額２７．６億円、市費２４．１億円）

　整備内容 ： 延べ面積 約４９,２００㎡（容積対象約３８，８００㎡）

　主な用途 ： 商業、業務、ホテル、住宅、駐車場等

　住宅戸数 ： ２０３戸

　平成２８年度事業： 事業計画策定

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　都市整備局市街地整備課

　都市再課発担当課長　内藤　克彦

　内線　３６５１

　直通　０８６－８０３－１３７８

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　当地区は、青空駐車場や小規模低層ビルが点在するなど土地利用が細分化されている状
況です。
　都心に相応しい市街地形成を図るため、街なか居住の推進やビジネス・観光客が利用す
るハイグレードホテル、にぎわいを醸成する商業施設を整備することで、地区内の土地の合
理的かつ健全な高度利用と都市機能の更新を図ります。

電　　　話

144,200

72,100

72,100

－

担当課名

担当者名

新規
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〔事務事業名〕 市街地再開発等促進事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

(１)実施内容

(２)助成対象団体

・表町三丁目１５番地区まちづくり研究会（三丁目劇場等） 平成25年 7月設立

・駅前町一丁目２番・３番地区まちづくり研究会（三好野等） 平成25年10月設立

・駅前町一丁目４番地区まちづくり研究会（メルパ等） 平成27年 9月設立

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　都市整備局市街地整備課

　都市再課発担当課長　内藤　克彦

　内線　３６５１

　直通　０８６－８０３－１３７８

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　都心のにぎわい機能の充実や健康で安心に暮らせる都心居住の再構築を促進し、中心
市街地の活性化を図ることを目的に、市街地再開発事業等を検討する初動期の地区権利
者が組織する研究会などの自主的なまちづくりを推進し、事業化へ向けて十分な準備が図
れるよう、支援を進めます。

　「岡山市市街地再開発事業等促進助成金交付要綱」に基づき、地区地権者が組織す
る研究会などに対して、事業の研究費用や概略事業計画の作成費用などの助成金を交
付します。

4,170

4,170

12,800
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〔事務事業名〕 高齢者向け地域優良賃貸住宅（サービス付き） 事業 

１　事業の趣旨

２　事業内容

(１)事業内容 【エリアの拡充】

(２)期間

平成２８年度～平成３０年度（事業規模による）

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　都市整備局住宅課

　課長　矢吹　幸司

　内線　４６６０

　直通　０８６－８０３－１４６６

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　平成２３年度創設以降、高齢者の居住の安定確保を中心市街地で実現させるとともに、ま
ちなかにぎわい創出を目的としたモデル事業として取り組んできたところですが、今後「コン
パクトでネットワーク化された快適で多様なまちづくり」の施策にも適合した、生活利便性の高
い場所（地域拠点等）への供給誘導を行っていくものとして、高齢者支援施設を併設した高
齢者向け地域優良賃貸住宅の建設を支援します。

2,200

1,100

　中心市街地・地域拠点エリア・生活拠点エリア内等の生活利便性の高い場所に、高齢
者支援施設等を併設し、高齢者への緊急通報・安否確認・生活相談サービスの提供が
可能である30戸以上の高齢者向け地域優良賃貸住宅を整備する場合、住宅整備に対
して建設費の1/5、併設施設整備に対して建設費の1/3（いずれも区域によって上限額
が異なる)の範囲で補助をする。(公募により供給事業者を1者決定)

1,100

81,100

担当課名

担当者名

電　　　話
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〔事務事業名〕 みずほ住座再生事業

（市営住宅・社会福祉施設導入区域）

１　事業の趣旨

２　事業内容

(１)事業内容

(２)期間

平成２６年度～平成３２年度

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・地方債 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　都市整備局住宅課

　課長　矢吹　幸司

　内線　４６６０

　直通　０８６－８０３－１４６６

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　岡山操車場跡地基本計画において、「生活支援ゾーン（市営住宅・社会福祉施設導入区
域）」に「高齢者」「子育て」「居住」等の機能を中心に生活支援サービス施設導入の検討を
図っていくこととしており、同地において近接する老朽化の著しい北長瀬みずほ住座の建替
えを推進するとともに、子育て支援・高齢者支援の福祉施設等の併設施設の整備を図りま
す。

岡山操車場跡地の「生活支援ゾーン（市営住宅・社会福祉施設導入区域）」に北長瀬み
ずほ住座の建替えを行うとともに、子育て支援・高齢者支援の福祉施設等の併設を行
う。
平成28年度　事業者募集・用地取得（土地開発公社からの買い戻し）

1,193,629

469,003

911,000

担当課名

担当者名

電　　　話

723,600

1,026
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〔事務事業名〕 岡山芸術交流　Оkayama Ａrt Ｓummit ２０１６

１　事業の趣旨

２　事業内容

(１)実施内容

　○現代アート展の開催

　○関連事業の開催

(２)開催日時 平成２８年１０月９日(日)～１１月２７日(日)

(３)開催場所 岡山城、天神山文化プラザ、後楽館天神校舎跡地等

(４)主　　　催

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・その他 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　政策局政策企画課

　地域政策担当課長　赤坂　隆

　内線　３５８４

　直通　０８６－８０３－１０４２

岡山芸術交流実行委員会

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　岡山城及び後楽園を中心とした歴史文化ゾーン（旧城下町エリア）において民間との協働
による新たな魅力づくり、岡山市の新たな都市ブランドの構築及び若年層のまちづくりへの
参加の促進などを目的に、世界からも注目を集める現代アート展を開催します。

180,000

テーマ「Ｄevelopment/開発」に沿って制作・選定された約３０作家の８０作品程度（石川
コレクション含む）を展示

ＪＲデスティネーションキャンペーンに合わせたプレイベントの開催、展示ガイド、アーティ
ストトークなど

担当課名

担当者名

電　　　話

70,000

10,000

100,000

25,000

新規
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〔事務事業名〕 文化芸術施設を拠点とした文化振興事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

（１）岡山シンフォニーホール文化事業補助金 千円

（２）岡山フィルハーモニック管弦楽団運営費補助金 千円

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　市民生活局文化振興課

　課長　岸　　　学

　内線　３７４０

　直通　０８６－８０３－１０５４
電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　岡山シンフォニーホールは、音楽を主体とした優れた文化芸術鑑賞の機会と創造の場の
提供を目的に平成３年に開館。平成４年に設立した岡山フィルハーモニック管弦楽団は、岡
山シンフォニーホールを拠点に、プロの演奏家で編成された楽団として創造活動を行い、定
期演奏会や巡回公演等により鑑賞機会を提供し、岡山県内の音楽文化の振興に寄与してき
ました。
　今後、岡山市が魅力をさらに高め、人を引き寄せる都市となるため、岡山シンフォニーホー
ル開館25周年記念事業として音楽関係団体や市民が集う事業等を実施し、同ホールの文
化芸術活動の拠点としての機能を発揮するなど、岡山フィルハーモニック管弦楽団による地
域文化の創造を促進させます。

10,000

　（公財）岡山シンフォニーホールが行う音楽分野における芸術活動に対してその費用
の一部を補助するもの。
　岡山で活動している音楽関係団体や市民が集い、演奏・鑑賞の拠点として岡山から全
国へ音楽文化を広く発信するため、開館25周年記念事業を開催。

16,000

  岡山フィルハーモニック管弦楽団が行う芸術活動に対してその費用の一部を負担する
もの。
　特に、岡山フィルハーモニック管弦楽団の芸術性を向上させるため、引き続き首席指
揮者シェレンベルガー氏との契約を行うなど、市民により優れた音楽鑑賞の機会を提供
する。

26,000

26,000

15,000

担当課名

担当者名
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〔事務事業名〕 岡山の歴史文化に親しむ事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

(１)おかやま歴史の町しるべの設置

平成２６年度

平成２７年度 権利者等の調整、看板設置(３０か所程度)

平成２８年度 看板設置(３０か所)

(２)まちなか回遊アプリの運営

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　政策局政策企画課

　地域政策担当課長　赤坂　隆

　内線　３５８４

　直通　０８６－８０３－１０４２

42,400

担当課名

担当者名

電　　　話

紹介する資源の選定（候補地６２か所）、紹介看板のデザイン指針
の策定等

21,465

　平成２６年度に実施した歴史資産の掘り起し、案内看板のデザイン等を基に、設置場
所の調整及び案内看板の製作・設置を行います。

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　埋もれた歴史資源を再認識し、由来等を現地で紹介することで、市民や観光客が地域の
歴史や文化に触れる機会を増やし、街歩きを楽しめる環境を整備するとともに、郷土への愛
着や誇りを醸成します。

　スマートフォン用のアプリにより、様々なまちの魅力を紹介・発信し中心市街地の回遊
性の向上を目指します。

21,465
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〔事務事業名〕 おかやま観光情報発信事業（歴史・文化資源）

１　事業の趣旨

２　事業内容

○雑誌等による情報発信事業（歴史・文化資源の紹介記事掲載）

○「古代吉備の国の繁栄」発掘・発信事業

○「備前池田家と郡代津田永忠の国づくり」発掘・発信事業

　　・歴史・文化資源を活かした活動に取り組んでいる地域団体やNPO法人の調査

　　・平成２７年度に調査した資源のストーリー化

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　経済局観光コンベンション推進課

　課長　芳原　保

　内線　４５３０

　直通　０８６－８０３－１３３２

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

担当課名

担当者名

電　　　話

　岡山市は、古代吉備の国の繁栄から宇喜多家、池田家の治世を経て、城下町や農業都市
として現在の姿形を築いてきました。その足跡は、吉備路の古墳群や岡山城・後楽園といっ
た歴史・文化資源として残されていますが、こうした歴史・文化について、市民のアイデンティ
ティを育むための取組が十分でなく、また、広域連携の取組も限定的であることなどから、
テーマ性やストーリー性に広がりを欠き、ダイナミックな情報発信となっていません。
　このため、連携中枢都市圏全体として観光資源の再発見や磨き上げを行い、情報発信力
を高めることにより、圏域全体のアイデンティティの形成と交流人口の増加につなげていきま
す。

22,600

22,600

－
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〔事務事業名〕 新しい文化芸術施設整備事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　市民生活局文化振興課

　課長　岸　　　学

　内線　３７４０

　直通　０８６－８０３－１０５４

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　岡山市民会館及び岡山市民文化ホールは、ともに本市の文化芸術の拠点施設として広く
市民に親しまれており、市民にとって不可欠な施設ですが、建物・設備の老朽化、バリアフ
リー化の未対応、耐震化の未実施などの課題を抱えています。
　そのため、将来にわたって市民のニーズに応えることのできる文化芸術施設を新たに整備
し、本市の文化力の向上を図るとともに、中心市街地の活性化、回遊性の向上など、まちの
魅力アップや新たなにぎわい創出につなげていきます。

　現在、新しい文化芸術施設の整備に当たり、基本計画の策定を進めています。
　基本計画では、本市が策定した基本構想を基にして、施設の機能・規模・配置計画、実施
する文化事業の内容、管理運営方式や組織などについて具体的な課題や条件を整理し、
対応策などをとりまとめ、設計の指針とします。
　これを施設整備する再開発の事業計画（案）に盛り込んでいくよう協議を進める必要があ
り、平成28年度はその協議内容などについて専門家の助言を得るための委託を行います。

3,500

3,500

20,000
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〔事務事業名〕 スポーツ施設整備方針に基づく施設整備

１　事業の趣旨

２　事業内容

・二日市公園テニスコート修繕 千円

・奥市野球場修繕 千円

・奥市補助球場修繕 千円

・神崎山公園陸上競技場芝修繕 千円

・御津スポーツパークあおぞら広場暗渠改修 千円

・山田グリーパーク野球場調査設計委託 千円

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　市民生活局スポーツ振興課

　課長　畑　太志

　内線　４７４０

　直通　０８６－８０３－１６１６

担当者名

電　　　話

8,200

9,000

221,200

221,200

－

担当課名

49,000

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　スポーツ施設の適正な管理を目的として、平成２７年度に策定した「スポーツ施設の整備方
針」に基づき、計画的な修繕や施設整備を行っています。
　スポーツ施設に対して、管理を行っている指定管理業者や施設利用者から寄せられてい
る要望・意見について、整備方針に基づき、岡山市のスポーツ推進に必要な整備や危険度
の高い老朽化施設の整備などを行います。

21,000

81,000

53,000

新規
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〔事務事業名〕 トップチーム支援事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　市民生活局スポーツ振興課

　課長　畑　太志

　内線　４７４０

　直通　０８６－８０３－１６１６
電　　　話

4,081

4,081

1,122

担当課名

担当者名

・岡山シーガルズのホームゲーム開催時に、岡山シ－ガルズの選手が着用するユニフォー
  ムに「岡山市」のロゴを入れる

・日本三名園の地元自治体をホームタウンとするチームの対戦ゲームにおいて、「アラウ
　ンド・ザ・日本三名園」と銘打ち、ホームタウンとなる三都市が連携して各種PRを実施

・トップチームの選手により、市内の小学生と一緒に給食を食べて体を動かす事業を実施
  し、「食べること」「動くこと」の大切さを啓発

・ホームゲームのうち、年に１ゲームを「市民デー」とし、各種イベントを実施

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　岡山市を拠点として活動するトップチーム（ファジアーノ岡山、岡山シーガルズ）は、市民の
誇りとなり、また、その活躍が市の活力となる力を持つことに鑑み、その存在がより幅広く市民
に浸透していくよう、トップチームへの支援を実施します。

・音楽とコラボし、スポーツと音楽の相互の分野で新たなファン獲得を目指すとともに、市のス
　ポーツ・文化力をより向上させる事業として、「オール岡山ウインドオーケストラ」連携事業を
　実施
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〔事務事業名〕 おかやまマラソン

１　事業の趣旨

２　事業内容

○ 平成２８年度「おかやまマラソン２０１６」開催経費

○ 平成２９年度「おかやまマラソン２０１７」開催準備経費

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　市民生活局スポーツ振興課

　課長　畑　太志

　内線　４７４０

　直通　０８６－８０３－１６１６

96,349

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　おかやまマラソン２０１６を、市民、県民総参加のもとで「走る」「みる」「支える」大会として開
催します。
　また、大会及び関連行事の開催を通じ、岡山市及び岡山県の魅力を発信し、観光誘客や
産業振興につなげることにより、地域の活性化を図ります。

　　　　　　開催予定日：平成２８年１１月１３日（日）

　 岡山県ほか関係団体と共同して、日本陸連公認コース（フルマラソン）を使用した都市
型マラソ ン大会を開催します。併せて、大会前日、当日の両日には、主会場周辺で「お
かやまマラソンEXPO」を開催し、岡山のご当地グルメや、特産品などの物販、各地域の
情報発信などを行います。
　 また、年間を通じて、県内外へのPRキャラバンの派遣、ランニング教室の開催など大
会PRや大会開催機運の醸成に努めながら、県内他大会の実施主体と連携し、大会の
共同PRなどの取り組みも展開し、これらを通じて、岡山市や岡山県のスポーツ振興や情
報発信、地域の活性化を図ります。

第３回大会の開催準備を進めるとともに、PRキャラバンの派遣などを行います。

95,516

95,516
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〔事務事業名〕 全国高等学校総合体育大会の開催

１　事業の趣旨

２　事業内容

(１)実施内容

・平成２８年度全国高等学校総合体育大会における岡山市開催競技の実施

・平成２８年度全国高等学校総合体育大会岡山市実行委員会の運営

(２)開催期間・場所

陸上競技：　平成２８年７月２９日（金）～８月２日（火）シティライトスタジアム

バドミントン：　平成２８年８月７日（日）～１２日（金） ジップアリーナ岡山・岡山市総合文化体育館

剣　　道：　平成２８年８月２日（火）～５日（金） ジップアリーナ岡山

(３)実施主体

全国高等学校総合体育大会岡山市実行委員会

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　市民生活局スポーツ振興課

　課長　畑　太志

　内線　４７４０

　直通　０８６－８０３－１６１６

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　「高等学校教育の一環として高校生に広くスポーツの実践機会を与え、技能の向上とス
ポーツ精神の高揚を図り、心身ともに健全な高校生を育成するとともに、高校生相互の親睦
を図る」ことを目的に、平成２８年度に中国５県で全国高等学校総合体育大会（通称「イン
ターハイ」）が開催されます。
　岡山市内では陸上競技、バドミントン、剣道の３競技を実施します。

60,000

60,000

3,800

担当課名
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〔事務事業名〕 岡山市体育協会の体制強化(法人化)

１　事業の趣旨

２　事業内容

・岡山市民体育大会等の各種大会、競技力向上事業等の事務事業の移管

・安定的かつ適正な法人運営に係る支援

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　市民生活局スポーツ振興課

　課長　畑　太志

　内線　４７４０

　直通　０８６－８０３－１６１６

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　 岡山市体育協会は、岡山市におけるスポーツ・レクリエーションの普及振興と市民の健康
や体力の増進を図ることを目的に昭和２３年に設立された任意団体です。
　同協会では、これまで公益性の高い事業活動を通じて、岡山市の施策の推進を補完する
役割を担ってきましたが、組織・財政基盤が脆弱であることや自主事業が少ないことなどか
ら、自らの体制強化が必要であると認識し、組織の変革と発展のために、平成２８年４月の一
般財団法人設立を目指しています。
　岡山市ではスポーツ推進体制の充実を図る目的から、地域のスポーツ統括団体である同
協会が公益増進の担い手として今後一層各種事業を主体的に推進していくことができるよ
う、法人設立に合わせて、現在岡山市で行っている各種事務事業を同協会に移管するととも
に、同協会の安定的かつ適正な法人運営に向けた支援を行います。

55,000

55,000

35,200

担当課名
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〔事務事業名〕 放課後児童健全育成事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

○ 児童クラブでの事業の円滑な運営を図るとともに、必要な施設の整備を図る。

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・県支出金 千円

・地方債 千円

・その他 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　岡山っ子育成局地域子育て支援課

　課長　大武　義宏

　内線　４７６１

　直通　０８６－８０３－１５８９

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　保護者が労働等により、昼間家庭にいない小学校に就学している児童に対し、授業の終
了後や長期休暇中等に適切な遊び及び生活の場を与えて、その健全な育成を図ります。

開所延長や障害児受入推進等の「質の改善」を行い、女性の社会進出、児童の健全育
成、障害児の支援を促進する。

1,301,087

405,005

電　　　話

○

○ 児童クラブの「量の確保」を推進し、希望する全ての児童の受入、放課後児童の安全・
安心な居場所づくりを促進する。

404,803

85,100

589

405,590

811,290

担当課名

担当者名
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〔事務事業名〕 最適化に向けた施設整備・幼保一体化の推進事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

○平成２８年度施設整備対象園

甲浦保育園・幼稚園他５園

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・地方債 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　岡山っ子育成局こども園推進課

　課長　花房　明彦

　内線　４７３０

　直通　０８６－８０３－１４３０

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　幼稚園と保育園を一体化し、良質な就学前教育・保育を等しく提供できる子育て環境の確
保を図ります。

40,000

担当課名

　教育・保育提供区域（市内３０区域）ごとに、公としての役割を担う施設を定め、「岡山
市の就学前教育・保育の在り方について」（平成２４年１２月策定）を基本方針として、幼
保一体化の推進、施設配置の最適化及び未入園児童の縮減に取り組む。

電　　　話

344,154

274,900

69,254

担当者名
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〔事務事業名〕 児童福祉施設整備費助成事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

○旭川乳児院 千円

○岡山聖園子供の家 千円

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　岡山っ子育成局こども企画総務課

　課長　小西　洋史

　内線　４７６０

　直通　０８６－８０３－１２２０

－

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　児童福祉施設入所者等の福祉の向上を図るため、社会福祉法人等が行う児童福祉施設
の整備に要する費用に対して、国の次世代育成支援対策施設整備交付金を活用して助成
を行います。

193,965

64,655

129,310

177,765

　旭川乳児院（昭和54年築）は、耐震基準を満たしておらず地震時に倒壊又は崩壊する危
険性があるため改築を行う。

16,200

　岡山聖園子供の家（昭和43年築）は、老朽化による防水機能の劣化や外壁の亀裂が著し
いため修繕を行う。
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〔事務事業名〕 私立保育園施設整備費助成事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

○平成２８年度整備対象事業者

社会福祉法人 岡山千鳥福祉会

社会福祉法人 双葉会

社会福祉法人 岡山愛育会

社会福祉法人 愛あい会

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・地方債 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　岡山っ子育成局こども園推進課

　課長　花房　明彦

　内線　４７３０

　直通　０８６－８０３－１４３０

－

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

459,867

45,900

5,196

408,771

　私立保育園の新設整備等を実施する事業者に対し、施設整備の補助金を交付します。

　待機児童解消に向けて国の待機児童解消加速化プランの推進事業として、子どもを安心
して育てることができる体制を整備するため、保育園の施設整備に要する経費に対し、私立
保育所緊急整備事業等補助金を交付するもの。
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〔事務事業名〕 子ども医療費助成制度拡充事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

　○制度拡充に係る事業費 千円

・拡充に係る償還払い給付、差額給付事務等

・拡充後の影響に係るデータ収集・分析等に伴う事務

・拡充に係るシステム整備事務

・適正受診啓発関係事務

　○小児救急適正受診の啓発 千円

・初期救急医療制度の周知・啓発

・乳幼児をもつ親子対象の出前講座

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　保健福祉局医療助成課 　保健福祉局医療政策推進課

　課長　遠藤　清之 　課長　福井　貴弘

　内線　５７２０ 　内線　３９５０

　直通　０８６－８０３－１２１９ 　直通　０８６－８０３－１６３６

770,683

2,926

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　子ども医療費助成制度は、平成２７年度に最重点事業と位置付け拡充準備を進め、平成２
８年４月以降、新制度に移行することとなりますが、引き続き最重点事業として、拡充後の事
務の円滑な執行に努めるとともに、制度拡充に伴い救急医療の適正な受診について啓発
し、子ども医療費の適正化を図ります。

　拡充内容　　　小学生の外来について、現行の３割の自己負担から１割に軽減

773,609

773,609

40,000

担当課名

担当者名

電　　　話
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〔事務事業名〕 ひとり親家庭学習支援事業

ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

○ひとり親家庭学習支援事業 千円

○ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援事業 千円

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　岡山っ子育成局こども福祉課

　課長　田渕　澄子

　内線　４７８１

　直通　０８６－８０３－１２２１

4,235

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

8,919

　貧困率の高いひとり親家庭について、貧困の連鎖を防止するために、子どもの学習支援を
推進します。また、親についても安定的な収入が得られ自立できるよう、支援の充実を図りま
す。

4,684

－

8,019

　ひとり親家庭で低所得世帯の子どもについて、基礎学力の向上を図り、高等学校進学
を支援するため、学習支援を実施する。

900

　ひとり親家庭の親が高等学校卒業程度認定試験の合格を目指す場合において，民間
事業者などが実施する対策講座の受講費用の軽減を図るための給付金を支給する。

新規

新規

- 57 -



〔事務事業名〕 特定不妊治療費助成事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　保健福祉局保健管理課

　課長　荒島　茂樹

　内線　５７５０

　直通　０８６－８０３－１２５０

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

担当課名

担当者名

電　　　話

83,888

141,000

167,775

83,887

　現在、特定不妊治療（体外受精、顕微授精）に対する助成（治療内容に応じ、１５万円又は
７万５千円）を行っているが、早期受診を促す観点から、初回の助成額が１５万円のものを３０
万円に拡充する。
　また、特定不妊治療の過程で、男性不妊治療として精巣内から直接精子を採取する治療
を行った場合に、助成額１５万円を上限に上乗せする。

　少子化対策の一環として、特定不妊治療を受ける夫婦に対し治療費用の一部を助成し、
経済的負担の軽減を図ります。
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〔事務事業名〕

１　事業の趣旨

２　事業内容

　保健福祉会館内に、妊産婦総合相談支援窓口を開設し、次の支援を行う。

　・妊産婦総合支援窓口の設置

　・保健管理システムを活用した支援台帳を作成し、活用できる体制を整える。

　・妊娠シミュレーターや沐浴人形などによる育児体験コーナーを設ける。

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・県支出金 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　保健福祉局保健管理課

　課長　荒島　茂樹

　内線　５７５０

　直通　０８６－８０３－１２５０

担当者名

電　　　話

6,334

19,018

6,334

6,350

－

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　子ども・子育て支援法第５９条に基づき、「妊娠期から子育て期にわたるまでの切れ目のな
い支援の実施」を行うために、子育て世代包括支援センターを設置します。
　国では、平成２７年度中に１５０か所整備し、おおむね５年後までに全国展開すると位置づ
けており、また「まち・ひと・しごと創生基本方針」でも、子育て世代包括支援センターの整備
を図るとされており、岡山市においても「岡山市版総合戦略」に掲載しています。

　全ての妊産婦の状況を継続的に把握し、きめ細かく切れ目のない支援を行う。妊娠届
出時に専門職による面接ができていない妊産婦（約70％）に対して面接等を行うなど、
全ての妊産婦を継続的に把握し、関係機関と連携し、必要となる支援を行っていく。そ
のために、健康づくり課内に妊産婦相談支援員（助産師等の嘱託）を３名、臨時職員１
名を配置する。

担当課名

妊産婦相談支援事業（子育て世代包括支援センター
事業） 新規
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〔事務事業名〕 女性が輝くまちづくり事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

○ 男性の育児休業取得に対する奨励金　　3,000千円

○ 女性の活躍を進める情報発信事業　　10,944千円

○ 企業紹介事業　　2,078千円

○ 女性の再就職支援事業　　1,500千円

○ 市内企業で働く女性の活躍応援プログラム　1,055千円

○ 男性管理職セミナー開催事業　　1,055千円

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　市民協働局女性が輝くまちづくり推進課

　課長　光藤　伸史

　内線　３７３５

　直通　０８６－８０３－１１１５
電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　女性の力が社会の中で最大限に発揮できる環境づくりを進めるため、性別にかかわらず市
民一人ひとりの個性が社会のあらゆる場面でいかされる男女共同参画社会の実現に向けた
取組等に加え、女性の活躍を応援する取組を進めます。

(新)市内企業に勤める男性が育児休業を取得した場合、本人及び企業に奨励金を支給

(拡)女性活躍シンポジウム及び座談会の開催及び情報発信等

(拡)企業等の主体的取組の促進や就職を考える人への広報等

19,632

19,632

13,000

担当課名

担当者名
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〔事務事業名〕 若者と政治を考えるイベント

１　事業の趣旨

２　事業内容

　（１）内容

　（２）その他　　　学生団体、ＮＰＯ法人等と協働して事業を実施

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　選挙管理委員会事務局

　課長　薬師寺　孝雄

　内線　４８０３

　直通　０８６－８０３－１５４５

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　公職選挙法改正により選挙権年齢が１８歳以上になることを受け、政治について若者と一
緒に考える機会と場を提供することにより投票率の向上を図る

・高校生、大学生等の若者を対象としたワークショップの実施
・活動報告発表の場としてイベントの開催

667

電　　　話

667

－

担当課名

担当者名

新規
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〔事務事業名〕 総合教育会議の開催

１　事業の趣旨

２　事業内容

３　要求額

　（１）歳出額 千円

　（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　総務局総務法制企画課

　課長　中野　真吾

　内線　４４５０

　直通　０８６－８０３－１０８１

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

担当課名

担当者名

電　　　話

　教育に関する予算の編成・執行や条例提案など重要な権限を有している市長と教育委員
会が十分な意思疎通を図り、地域の教育の課題やあるべき姿を共有し、より一層民意を反映
した教育行政の推進を図るため、総合教育会議を開催します。

○総合教育会議の開催経費　６５０千円
【協議内容等】
 ・教育行政の大綱策定に向けた検討
 ・地域の実情に応じた教育、学術及び文化の振興を図るため重点的に講ずべき施策
 ・緊急の場合に講ずべき措置

○岡山っ子・人づくりのための民間活用調査研究事業　　　４，６８８千円
　平成２７年度に引き続き、総合教育会議の運営に当たり、国内外の各種調査結果や先進
事例等に関する民間の豊富なデータと優れた知見を活用し、岡山っ子・人づくりに向けた効
果的な方策等について調査研究を実施。

5,579

5,338

5,338
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〔事務事業名〕 はぐくむ心・あったかハート事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

（１）研究協議会の実施【新規】

（２）あの人の生き方に学ぶ講演会　

（３）道徳授業のプロデューサー事業

（４）芸術体験活動

（５）道徳地域教材資料集の作成・配付【新規】

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　教育委員会事務局指導課

　課長　岡林　敏隆

　内線　３８４０

　直通　０８６－８０３－１５９０

   子どもたちが教材に親しみながら道徳的価値についての考えや郷土への愛着を深め
られるように地域の特性を生かした道徳地域教材資料集を作成し、小学校の各学級に
配付する。

担当者名

電　　　話

3,447

1,392

2,650

担当課名

2,055

　 豊かな心の育成に向け、小学校６年生を対象に優れた演劇を鑑賞する場（２日間３公
演）を設ける。

   道徳の授業力の向上を図るため、教材の選び方や効果的な授業の展開の方法など
について指導・助言できる大学教員等を派遣する。
　初年次・２年次実施校に加え、３年次実施校を設ける。【拡充】

　 子どもたちが自らの生き方を見つめ直す機会とするため、多様な経験をもつ方など、
学校が希望する講師を学校に派遣し、講演会を実施する。

　 改訂学習指導要領の完全実施（小学校は平成３０年度、中学校は平成３１年度）に向
け、学校の道徳教育担当者を対象に研究協議会を実施する。

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　子どもたち自身の生き方を見つめ直す機会、道徳の授業及び感動体験の機会を充実させ
ることで道徳性を高め、思いやりの心や規範意識、向上心をもった岡山っ子の育成を図りま
す。

- 63 -



〔事務事業名〕 『岡山っ子』学力向上推進事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

（１）岡山市学力アセス【新規】

（２）全国学力・学習状況調査の活用

（３）いきいき学校園づくり

（４）授業これだけは！

（５）指導教諭の活躍

（６）学力向上推進モデル校【新規】

（７）学力向上プロジェクト

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　教育委員会事務局指導課

　課長　岡林　敏隆

　内線　３８４０

　直通　０８６－８０３－１５９０

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　全国学力・学習状況調査や岡山市学力アセスの結果を分析し、「読解力・表現力・学ぶ意
欲」及び「基礎学力の定着」など本市共通の学力に関する課題の解決に向けて大学と連携
を図りながら、就学前教育から中等教育までの学びを連続させる一貫教育を中学校区で推
進するとともに、授業改善及び人材育成に向けた取組を行います。

21,749

21,749

　岡山市の独自調査を実施することで子どもたちの学力向上と全市的な教科研究を行う
ことを通して人材育成を図るとともに岡山型一貫教育を推進する。

担当者名

電　　　話

大学と連携し、誤答分析等から本市の目指す「よりよい授業づくり」のモデルを示す。

中学校区で目指す子ども像の実現に向けて「岡山型一貫教育」に取り組み地域に発信する。

授業における「めあて」「まとめ」「表現活動」の徹底を図るとともに質の向上を図る。

学力向上の優れた実践を広め、授業を公開するとともに他教員の授業づくりを支援する。

全国学力・学習状況調査を活用した取組で学力向上を図り、その成果を授業等で示す。

学校現場の思いとアイデアを基に、授業づくりの学習会や学力向上フォーラムを開催する。

6,000

担当課名
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〔事務事業名〕 特色ある岡山市教職員採用試験実施事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

・岡山市単独で採用試験を実施

・大学説明会やポスターの作成

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　教育委員会事務局学事課

　課長　三宅　泰司

　内線　３８３０

　直通　０８６－８０３－１５８６

担当課名

担当者名

電　　　話

・採用前研修の実施

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　教職員の採用試験を岡山市単独で実施し、本市が求める教職員の確保に努めます。

　平成２７年度実施まで岡山県と共同で採用試験を開催していたが、岡山市単独で実施す
ることで、本市が求める教職員を確保するための問題作成及び選考を実施する。
　また、大学説明会等の広報活動は継続し、採用前研修を実施することで、教職員としての
自覚を高め、新規採用者同士のつながりを深める。

6,124

6,124

3,188
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〔事務事業名〕 若手教職員育成事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

①若手教職員育成のための校外研修の充実

②若手教職員に対する「岡山市の教育」の基本の徹底

③学校現場で若手を育成する方法の研究

④若手教員への授業スキル等の伝達

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　教育研究研修センター

　所長　中島　陽子

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

6,060

6,060

－

担当課名

電　　　話

　小学校では３年後、中学校では５年後に教職員の退職者数がピークを迎えます。
　一方、初任者は毎年１００名を超え、大量退職・大量採用が加速化しており、若手教職員の
育成を図ることが喫緊の課題となっています。
　また、ベテランと若手をつなぐミドルリーダー層が少ないこともあり、校内でノウハウを伝える
取組（ＯＪＴ＝Oｎ　ｔｈｅ　Ｊｏｂ　trａiｎｉｎｇ　：日常業務を通じた現場研修）を推進する必要があり
ます。
 　平成３０年度までの３年間を目途として、先輩の教職員が指導方法等のスキルだけでなく、
情熱や人間力も含めた「岡山の教育」を伝え、組織的に若手教職員を育成することができる
よう支援します。

　｢若手教師フォローアップ研修」等の研修で実際に教材を作成し、常勤講師を含めた
若手教員の授業力を向上させる。

　岡山市の教育の基本を掲載した教職員の必携テキスト『教職への期待（改訂）』を作成
し、全教職員（小中学校）に配付する。

　各校で組織的・計画的・意図的に推進できるOJTの方法（ベテランから若手への伝え
方）を掲載した冊子を配付する。

ベテラン教員のモデル授業の動画DVDを作成し、全小中学校へ配付する。

　直通　０８６－９４４－７２５５

担当者名

新規
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〔事務事業名〕 ストップ・ザ学校問題－学びの場充実事業－

１　事業の趣旨

２　事業内容

（１）　質問紙調査「hyper-QU」と「ASSESS」を全小中学校で年３回実施

（２）　スクールカウンセラーの配置【拡充】

（３）　「いじめ専門相談員」2名を岡山市教育相談室へ配置

（４）　不登校児童生徒支援員の配置【拡充】

（５）　学校問題解決サポートチームによる学校支援及び教職員対象の研修会の実施

（６）　岡山市問題行動等対策委員会の開催

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　教育委員会事務局指導課

　教育支援担当課長　松浦　敏之

　内線　３８４０

　直通　０８６－８０３－１５９２

　市内３４中学校、５３小学校及び教育委員会に不登校児童生徒支援員を配置し、不登
校傾向の児童生徒やその保護者に対して必要な援助を行います。

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　いじめ等の問題行動及び不登校を減少させ、学びの場を充実させるために、「未然防止」
「早期発見・早期対応」「深刻化防止」といった観点からの取組を充実させるとともに、効果的
な解決につなげるための諸課題やその背景について検証を行います。

　児童生徒一人一人の学校への適応感を測定する質問紙調査を活用し、教職員が生
徒理解を深め、学級集団づくりを推進するとともに、有効な手段等を全市に広めます。

　３６小学校、緑ヶ丘中を除く全３７中学校、１高等学校にスクールカウンセラーを配置
し、児童生徒とその保護者からの相談や教職員への助言及び研修を行います。

　いじめ専門相談員が、いじめ等の事案で必要なケースへの支援や相談を行います。ま
た、いじめ専用ダイヤルを設置し、いじめの早期発見、早期対応を図ります。

担当課名

担当者名

電　　　話

　児童生徒の指導に関わる問題で、当事者間では解決が困難なケースについて、その
対応を支援するとともに、学校の対応力向上のために、研修会を実施します。

　岡山市問題行動等対策委員会において、いじめの防止等のための対策を審議すると
ともに、いじめの重大事態発生時には、事実関係を明確にするための調査を行います。

148,681

32,066

116,615

145,543
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〔事務事業名〕 学校支援ボランティア

１　事業の趣旨

２　事業内容

○　学生ボランティア連絡協議会の設立

○　学生ボランティア研修会・シンポジウムの開催

○　学生ボランティアの交通費補助

○　学生ボランティア保険の加入

○　開かれた学校づくり教育講演会の実施

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　教育委員会事務局生涯学習課

　課長　安信　卓

　内線　３８６０

　直通　０８６－８０３－１６０８

1,198

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　学校園や地域での教育活動や環境整備などの取組に対して、学生や保護者、地域住民
の様々な特技や趣味などを活かして支援します。
　平成２８年度では、総合教育会議での議論を踏まえ、学校現場の一層の活性化を図るた
めに、ボランティアを希望する学生のグループ化を図るなど、新たな取組を進めていきます。

2,615

2,615
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〔事務事業名〕 学校業務アシスト事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

（１）概要

（２）配置規模

・岡山市立の全小・中学校を対象

・１週間当たり５～３０時間（学校規模による）×35週　＝年間配置時間

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　教育委員会事務局学事課

　課長　三宅　泰司

　内線　３８３０

　直通　０８６－８０３－１５８６

担当者名

電　　　話

　小・中学校に岡山市独自で教職員を補助する事務処理員を配置し、教職員の事務負担を
軽減させ、児童生徒と向き合える時間を捻出することで、教育環境の向上を図ります。

　平成２７年度から岡山市独自で、教職員サポートプロジェクトとして行ってきたが、学校
規模が大きいほど事務量も多く、配当時数が不足しているため、中規模校及び大規模
校の週当たりの時間を５時間増加して、学校業務アシスト職員をより有効に活用できるよ
うにして事業目的を目指す。

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

77,922

25,806

52,116

65,000

担当課名
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〔事務事業名〕 部活動サポート事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

運動部８０名　年間１００回（１か月１０回）　

文化部２０名　年間４０回（１か月４回）

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　教育委員会事務局保健体育課

　課長　長畑　智

　内線　３８５０

　直通　０８６－８０３－１５９４

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　岡山市立中学校及び同高等学校に対し、岡山市教育委員会が認めた外部指導者を派遣
し、部活動において顧問教員の負担を軽減するとともに、開かれた学校づくりを推進します。

27,335

27,335

４月～１１月、１～２月　（年度途中からの派遣も可能）

担当課名

担当者名

電　　　話

対  象  校 岡山市立中学校及び岡山市立岡山後楽館高等学校

派遣回数

指導時間 １回につき２時間程度

実施期間

16,875
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〔事務事業名〕 操山地区公民館建設事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

整備概要

整備場所 中区国富３丁目

敷地面積 3,719．61㎡

延床面積 1,850㎡（公民館1,200㎡、適応指導教室650㎡）

構造 鉄骨造り３階建て

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・地方債 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　教育委員会事務局生涯学習課

　課長　安信　卓

　内線　３８６０

　直通　０８６－８０３－１６０８

担当課名

担当者名

電　　　話

　整備用地を土地開発基金から取得し、施設を整備する。

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　市内の中学校区で唯一地区公民館が整備されていない操山地区の状況を解消するととも
に、老朽化している教育相談室・適応指導教室（あおぞら清輝）を建替えるため、教育相談
室・適応指導教室と複合化し、整備します。

819,086

733,000

86,086

34,900
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〔事務事業名〕 インターネット予約図書の受取・返却窓口拡充事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

モデル公民館

・高松公民館

・福田公民館

・高島公民館

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　中央図書館

　館長　宮本　嘉彦担当者名

電　　　話

　平成２８年度は、モデル事業として３公民館で実施し、各モデル公民館でインターネット予
約を含む予約図書の受取・返却作業を行う。

　直通　０８６－２２３－３３７３

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　図書館の蔵書を携帯電話や自宅のパソコンなどから予約するインターネット予約が増加し
ているため、現在のインターネット予約図書の受取・返却場所である１０館の図書館に加え
て、市民にとって身近な公民館を受取・返却窓口にすることで、図書館から離れた地域の市
民への利便性を高め、図書サービスの拡充を図ります。

20,377

20,377

－

担当課名

新規
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〔事務事業名〕 協働のまちづくり条例普及・促進事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

(１)審議会の設置

(２)フォーラムの開催並びにＮＰＯ法人の基盤強化事業

(３)推進計画の策定・検証

(４)優れた協働事業の表彰

(５)庁内の協働推進本部の設置並びに各課への協働推進員の配置

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　市民協働局市民協働企画総務課

　市民協働支援担当課長　赤木　和彦

　内線　３２７３

　直通　０８６－８０３－１０６１
電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　「協働のまちづくり条例」の改正、施行を受け、新たな審議会の設置並びに推進計画の策
定・検証、推進体制の整備を行うことによって、多様な主体の協働による社会課題の解決を
促進し、持続可能な地域社会を目指します。

　審議会「市民協働推進委員会（仮称）」を条例設置し、推進計画の策定・検証を行うとと
もに、各種支援施策を審査

○ 年２回フォーラムを開催し、市民協働条例の普及、協働推進のため、先進的な協働事例
に学び、取組を広げる

○ 協働のパートナーとなるＮＰＯ法人が健全な事務局運営ができるよう、事務手続き等の
点検を行い、よりよい運営ができるＮＰＯ法人を育成

4,678

4,678

452

担当課名

担当者名

新規
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〔事務事業名〕 岡山ＥＳＤプロジェクト推進事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

○関係省庁との連絡・調整やユネスコのキーパートナーとの連携・交流等

○「おかやまＥＳＤなび」による情報発信

○映像等による岡山のＥＳＤ活動のＰＲ

○岡山ＥＳＤ推進協議会への負担金

・ 岡山ＥＳＤプロジェクト助成金

・ ＥＳＤコーディネーター養成研修の実施

・ ＥＳＤ岡山アワードの実施

・ 国内外のＲＣＥ等との交流促進

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　市民協働局ＥＳＤ推進課

　課長　安田　充年

　内線　３７６１

　直通　０８６－８０３－１３５１

23,704

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　国内外のＥＳＤ関係機関やＥＳＤを推進する都市等との連携・交流、ＥＳＤ活動団体の情報
等ＥＳＤに関する各種情報発信、ＥＳＤ活動団体支援や人材育成などに取り組む岡山ＥＳＤ
推進協議会の活動支援等により、ＥＳＤの周知・啓発や活動促進を図ります。

・ 「ＥＳＤ推進による持続可能な社会づくり担い手育成及び地域の受け皿発掘事業（地方
創生総合戦略関連事業）」によるＥＳＤインターンシップ等の実施　等

27,949

27,949
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〔事務事業名〕 健康寿命の延伸プロジェクト

１　事業の趣旨

２　事業内容

○ 健幸ポイントプロジェクト

○ ええとこ発見図作成を通した地域力の創生

○ 70万人市民トリオでウォーク

○ 健康市民おかやま２１（第2次）普及啓発推進事業

○ かるうま減塩キャンペーン

○ 高齢者に対する低栄養予防アドバイス事業

○ かるうま減塩対策普及啓発事業

○ 受診率向上対策セットけんしん事業

○ その他

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・その他 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　保健福祉局保健管理課

　課長　荒島　茂樹

　内線　５７５０

　直通　０８６－８０３－１２５０

千円

千円

787

152,750

19,908

12,250

4,127

6,540

1,490

2,517

4,448

3,987

41,020

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　健康寿命の延伸に向け、運動の普及・定着、高血圧や脳卒中予防に向けた食生活の改
善、健康に取り組む仲間づくりといった、健康づくりに取り組みやすい働きかけと基盤整備を
行います。

千円

千円

208,017

63,840

143,390

千円

千円

千円

千円

千円
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〔事務事業名〕 生涯現役社会づくり事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

　・相談窓口として「生涯現役応援センター」を設置（平成27年9月開設）

　・平成28年度は各福祉区毎において、出張相談窓口も実施

　・事業の周知及びニーズ発掘のため、ホームページの開設やセミナーを実施

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　保健福祉局高齢者福祉課

　課長　在本　要

　内線　５９６０

　直通　０８６－８０３－１２３０

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　今後の超高齢者社会を見据え、高齢になっても市民一人ひとりが生活を通じて心身ともに
健やかに暮らせるために、働く意欲のある高齢者が培った能力や経験を活かし、生涯現役
で活躍し続けることができる社会環境を整えます。

電　　　話

　・岡山市社会福祉協議会へ委託し、「高齢者」と「高齢者が活躍できる企業や地域社会」を
　つなぐコーディネーターを配置（平成27年度2名から平成28年度3名に増員）

21,000

21,000

11,000

担当課名

担当者名

　・関係機関と連携、協力して、生涯現役社会を構築するため、引き続き検討会、連絡協議
　会を開催
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〔事務事業名〕 国民健康保険財政健全化計画の推進

１　事業の趣旨

２　事業内容

○保険料収納率向上特別対策事業　　27,142千円

○医療費適正化特別対策事業　　35,019千円

○保健衛生普及事業　　27,856千円

○ジェネリック医薬品差額通知等事業　　3,707千円

○早期介入保健指導等事業　　13,369千円

○特定健康診査等事業　　320,748千円

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・県支出金 千円

・その他 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　保健福祉局国保年金課

　課長　長田　定文

　内線　５９７０

　直通　０８６－８０３－１１３６
電　　　話

　申告勧奨や不現住調査による賦課の適正化、電話催告、夜間納付相談等による滞納
対策、口座振替促進による滞納未然防止対策等

　医療費分析結果に基づく健康課題の明確化、柔道整復医療費、海外療養費に係る点
検及び周知・啓発等

　健康相談、禁煙治療費助成、医療費通知等

　ジェネリック医薬品を利用した場合の自己負担額の差額を通知

　３５歳～３９歳の被保険者に対する健診実施、慢性腎臓病等に着目したフォローアップ
保健指導等

　特定健康診査の実施及び協会けんぽとの連携等による集団健診、節目年齢への集中
受診勧奨等による特定健診受診率向上のための施策

427,841

88,331

145,722

176,396

17,392

449,548

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　増え続ける保険給付費を賄うため、一般会計からの法定外繰入が年々増加しています。財
政健全化計画に基づいて、医療費適正化、収納率向上対策事業を積極的に行うとともに、
保険料率の改定を検討します。
　平成３０年度に予定されている国保財政運営の都道府県化を視野に入れ、国保財政の安
定的な運営を図ります。

担当課名

担当者名
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〔事務事業名〕 在宅医療・介護の推進

１　事業の趣旨

２　事業内容

(１)｢地域ケア総合推進センター｣　　38,613千円

・ 市民及び専門職を対象とした医療・介護の相談・支援

・ 在宅医療推進・多職種連携の拠点

・ 地域包括支援センターの活動支援及び認知症ケアの推進

(２)在宅医療･介護連携基盤の確立　　49,154千円

・ 在宅基盤整備（人材育成）

・ 在宅への流れの構築（多職種連携等と情報共有の促進）

・ 市民の安心（普及啓発）

３　要求額

（１）歳出額 千円

一般会計　27,917千円 介護保険費特別会計　59,850千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・県支出金 千円

・その他 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　保健福祉局医療政策推進課 　保健福祉局介護保険課

　課長　福井　貴弘 　課長　小藤　亜希子

　内線　３９５０ 　内線　５７８０

　直通　０８６－８０３－１６３６ 　直通　０８６－８０３－１２４０

担当者名

電　　　話

17,492

9,866

51,663

59,920

8,746

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　超高齢社会を迎えるにあたり、市民が住みなれた地域で最期まで安心して暮らすことがで
きるように、医療・介護分野の連携機能を強化するとともに、安心を支える最適な地域医療シ
ステムを構築し、予防、診療から介護まで切れ目のないサービスを受けられる仕組みをつくり
ます。

　平成２８年度は、新市民病院内に開設した｢地域ケア総合推進センター｣を地域医療ネット
ワークの拠点として、平成２３年度から取り組んできた在宅医療・介護の推進に向けた取り組
みをさらに発展させ、最適な地域医療システムの構築を目指す。

87,767

担当課名
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〔事務事業名〕 在宅介護総合特区～ＡＡＡおかやま～の推進

１　事業の趣旨

２　事業内容

○デイサービス改善インセンティブ事業　　8,637千円

○介護機器貸与モデル事業　　76,511千円

○介護予防ポイント事業　　8,526千円

○総合特区推進事務費　　3,370千円

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・県支出金 千円

・その他 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　保健福祉局医療政策推進課

　課長　福井　貴弘

　内線　３９５０

　直通　０８６－８０３－１６３８
電　　　話

　通所介護事業所の介護サービスの質を評価し、利用者の状態の維持改善を図る事業
所についてインセンティブを与えることで、事業所の介護サービスの質の向上を図る。

　在宅で生活する人の利便や自立につながる最先端の介護機器を１割負担で貸与す
る。

　高齢者が行った介護予防への取組みや、地域の介護予防事業等のサポートの実績に
応じポイントを付与し、貯まったポイントを換金する。

30,186

15,094

32,294

19,470

109,536

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　在宅に特化した総合特区を推進し、将来負担の抑制・産業振興・地域包括ケアの実現を
目指すとともに、超高齢社会における持続可能な社会経済モデルの構築を進めます。

97,044

担当課名

担当者名
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〔事務事業名〕 岡山市版オレンジプラン（認知症施策の指針）の推進事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

○認知症初期集中支援事業　　16,517千円

○認知症高齢者見守り事業　　6,023千円

○認知症地域支援事業　　6,869千円

○認知症対策連携等事業　　2,944千円

　認知症コールセンター、認知症サポーター等養成事業

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・県支出金 千円

・その他 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　保健福祉局高齢者福祉課

　課長　在本　要

　内線　５９６０

　直通　０８６－８０３－１２３０

担当者名

電　　　話

12,942

5,734

6,471

7,206

23,860

担当課名

32,353

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　介護負担の大きい認知症高齢者が急増している中、認知症ケアの強化を目指した国の
「認知症施策推進５か年計画（オレンジプラン）」に沿って、「認知症になっても本人の意思を
尊重し、できる限り住み慣れた地域で暮らし続けることができる社会」を目標に、地域での医
療や介護、見守りなどの日常生活支援サービスを包括的に提供する体制づくりを目指しま
す。

　認知症支援チームによる早期発見・早期支援

　認知症ＳＯＳネットワーク事業、認知症身元不明高齢者一時保護事業

　認知症カフェ事業
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〔事務事業名〕 身近な介護予防教室推進事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・県支出金 千円

・その他 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　保健福祉局高齢者福祉課

　課長　在本　要

　内線　５９６０

　直通　０８６－８０３－１２３０
電　　　話

○

○ 週１回以上、２～３時間の教室で、介護予防の講座などの座学、体操やレクリエーショ
ン、地域の交流等を実施

1,680

420

210

840

210

－

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　高齢者の増加が急激に進む中、元気で長生きを目指す介護予防が大変重要である。介護
予防を推進していくためには、毎週定期的な介護予防教室を開催するなど、介護予防の知
識提供や実践の場、また交流する場が必要となっています。
　平成２６年度より、生活圏域単位（中学校区）に介護予防教室を介護予防センターが定例
開催し、知識・実践方法の普及啓発だけでなく、ボランティアの活動の場、地域のサロン活
動への情報提供の場となっています。
　しかしながら、高齢者が歩いて通うには距離があり、開催頻度が少ない通いの場も多いこと
から、小学校区に事業を拡大します。

事業所が小学校区ごとに、地域交流スペースや公民館等で、地域住民と協働し介護予
防教室を開催。（H28は12カ所の事業所へ助成予定）

担当課名

担当者名

新規
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〔事務事業名〕 第１７回介護保険推進全国サミット

１　事業の趣旨

２　事業内容

(１)実施内容

(２)開催日程 平成２８年１０月２０日(木)・２１日(金)

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・県支出金 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　保健福祉局介護保険課

　課長　小藤　亜希子

　内線　５７８０

　直通　０８６－８０３－１２４０

担当者名

電　　　話

35,081

500

20,000

14,581

1,200

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　岡山市が先進的に実施している在宅医療・介護の推進や認知症施策などの取組を全国に
向けて発信します。

　介護分野における先進自治体による取組事例、課題等についてセミナーを実施し、地
方自治体の職員、介護・福祉関係者などが交流して意見交換を行うとともに、在宅医療・
介護の推進や認知症施策など本市が先進的に実施している取り組みを岡山市主催に
おいて発信する。

担当課名

新規
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〔事務事業名〕 障害者就労支援事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

○障害者一般就労支援事業

○障害者職場定着支援事業

　・働く障害者のための交流拠点事業

　・障害者職場定着支援活動費補助金

○ 障害者工賃向上支援事業　　

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・県支出金 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　保健福祉局障害福祉課

　課長　田中　康広

　内線　５７３０

　直通　０８６－８０３－１２３４

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　就労は、障害者の自立・社会参加の重要な柱です。
　障害者がその適正や能力に応じた多様な働き方を選択できるよう、福祉、雇用、教育の各
分野の連携を図りながら就労支援に取り組むとともに、障害者就労施設の工賃向上を支援
します。

22,008

11,004

　障害者を雇用する企業や職場実習を受入れる企業の開拓、福祉施設から企業等に就
職する活動への支援、就職面接会の実施などを民間事業者に委託して実施。また、研
修会などの実施により、障害者雇用を促進する。

　企業等で働く障害者等が交流や相談ができる拠点を整備し、職場への定着を推進す
る。

　障害者就労施設が製作する商品の開発や販路拡大等を支援し工賃向上を促進する。

　障害者就労支援機関が、一般就労後６か月を超えて継続就労している障害者に対し
て職場定着支援活動の費用の一部を助成する。

5,502

5,502

18,328
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〔事務事業名〕 障害者差別解消推進事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

○ 合理的配慮の提供（意思疎通支援の拡大）

○ 障害者差別解消支援地域協議会

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・県支出金 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　保健福祉局障害福祉課

　課長　田中　康広

　内線　５７３０

　直通　０８６－８０３－１２３４

担当者名

電　　　話

8,693

248

124

8,321

－

担当課名

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　平成２８年４月に障害者差別解消法が施行されることに伴い、障害を理由とする差別の解
消を推進し、もって全ての国民が、障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人格
と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現を図ります。

　障害を理由とする差別についての情報共有を基に事案の解決を後押しするための協
議を行い、関係機関において差別の解消を図る。

　手話通訳者の新規配置（既存は、障害福祉課２人（北区役所・中央福祉事務所をカ
バー））、中区・東区・南区　各区役所１人　合計５人

　TV電話の新規設置（既存は障害福祉課、東区役所・南区役所（平成２７年度に中区福
祉事務所・南区南福祉事務所を追加））、中区役所・３福祉事務所へ各１台設置　合計９
台

新規
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〔事務事業名〕 生活困窮者自立支援事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　保健福祉局生活保護・自立支援課

　課長　山田　秀和

　内線　５９４０

　直通　０８６－８０３－１３４９
電　　　話

　生活困窮状態にある者を、生活保護に至る前の段階で、困窮状態から早期に脱却するこ
とを支援するため、法に基づく必須事業及び任意事業を実施し、対象者の状態に応じた支
援を実施するとともに、地域における自立・就労支援の体制を構築する。

一時生活支援事業　・・・　住居のない困窮者に一定期間、宿泊場所・衣食を提供し、就
労等自立に向けて支援する。

○

住居確保給付金の支給　・・・　離職者等で、所得が一定水準以下のものに対し、有期で
家賃相当額を給付する。

○

就労準備支援事業　・・・　直ちに一般就労が困難な困窮者に、就労に向けて生活訓練
や社会訓練を有期で実施する。

○

○

○

85,174

40,863

126,410

担当課名

担当者名

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　生活困窮者自立支援法に基づき、経済的に困窮し、最低限度の生活を維持できなくなる
おそれのある方を対象に自立支援事業を実施します。

自立相談支援事業　・・・　困窮者からの相談を幅広く受付け、自立に向けてアセスメント
の実施、プランの作成等の支援を行うほか、関係機関のネットワークづくりを行う。

126,037

家計相談支援事業　・・・　家計に問題を抱える困窮者が自ら家計管理できるよう支援す
る。

○ 学習支援事業　・・・　生活保護受給世帯の中学生等を対象に個別学習・相談支援を行
い高校進学を支援するとともに、進学後の中退防止に取り組む。
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〔事務事業名〕 生活保護適正実施の推進

１　事業の趣旨

２　事業内容

○

　・就労支援相談員の活用

　・ハローワークとの連携による一体的実施

　・就職サポート事業及び就労準備支援事業の実施

○

　・医療扶助適正化推進員の活用

　・レセプト内容点検の充実

  ・後発医薬品の使用促進等医療扶助の適正化　等

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　保健福祉局生活保護・自立支援課

　課長　山田　秀和

　内線　５９４０

　直通　０８６－８０３－１３４９

担当課名

担当者名

電　　　話

104,502

74,245

30,257

107,035

医療扶助適正化推進事業

　医療扶助の適正化を図るため、後発医薬品の使用促進や適正受診指導を行うととも
に、受給者の健康面に着目した支援を行い生活習慣病等の重症化を防止する。

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　稼働能力を有する生活保護受給者に対し、様々な角度から就労支援を行うとともに、生活
保護費の約半分を占める医療扶助の適正化を図ることにより、生活保護制度の適正実施を
推進します。

生活保護受給者就労支援事業

　稼働能力を有する生活保護受給者に対し、様々な角度から就労支援を行うことで能力
活用を促し、世帯の自立を促進する。
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〔事務事業名〕 臨時福祉給付金給付事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

・簡素な給付措置

　支給額 3千円

　対象者 約137,000人（市民税非課税者等）

　支給時期 平成28年10月以降支給開始予定

・年金生活者等支援臨時福祉給付金

　支給額　 30千円

　対象者　 ①約66,000人（平成27年度の簡素な給付措置の対象者のうち、平成28年度中に

　65歳以上となる者）

②約10,000人（平成28年度の簡素な給付措置の対象者のうち、障害・遺族基礎

　年金の受給者（①を除く））

　支給時期 ①平成28年度前半に支給開始予定

　　　　　　　　②②平成28年10月以降支給開始予定（簡素な給付措置と併せて給付）

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

（前年度当初予算額 千円)

　福祉援護課　臨時福祉給付金対策室

　課長　松尾　隆通

　内線　４８３０

　直通　０８６－８０３－１２９１
電　　　話

2,858,549

1,004,000

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　消費税率の引上げに際し、低所得者ほど生活に必要不可欠な食料品の消費支出の割合
が高いことを踏まえ、低所得者対策として暫定的・臨時的な給付（簡素な給付措置）を行いま
す。
　また、アベノミクスの成果の均てんの観点から、賃金引上げの恩恵が及びにくい低所得の
高齢者及び障害・遺族基礎年金受給者に給付（年金生活者等支援臨時福祉給付金）を行
います。

2,858,549

担当課名

担当者名
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〔事務事業名〕 防災情報ネットワーク整備事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・地方債 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　危機管理室

　危機管理担当課長　田渕　康弘

　内線　５８５０

　直通　０８６－８０３－１０８２

15,986

1,996

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　本庁及び各区役所の災害対策本部間での情報通信手段を多重化することで、災害時の
情報通信手段を確保します。
　中区役所の建替え整備に伴い中区災害対策本部に無線デジタル通信設備を整備しま
す。
　これにより、本庁及び各区役所間での情報通信手段の多重化が完成します。

　中区役所、金山中継所への多重無線回線整備

95,586

79,600
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〔事務事業名〕 国土強靭化地域計画策定事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

【計画の概要】　

・ 想定する災害リスク

　⇒南海トラフ地震及び津波、断層型地震、土砂災害、洪水、高潮、内水氾濫

・ 脆弱性の分析・評価

　１　回避すべき事態として「起きてはならない最悪の事態」を設定

　２  上記事態の回避に向けた課題や現状の取組の分析・評価等

・ 推進方針の検討

【計画の推進期間】

当初の推進期間は、平成２９年度から平成３３年度までとします。

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　危機管理室

　危機管理担当課長　田渕　康弘

　内線　５８５０

　直通　０８６－８０３－１０８２
電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　国土強靭化基本法に基づく国土強靭化地域計画として「岡山市国土強靭化地域計画」を
策定し、市域における国土強靭化の取り組みを総合的かつ計画的に推進します。

3,101

－

3,101

担当課名

担当者名

　脆弱性評価の結果を踏まえ、基本目標の達成に向け、ハード・ソフト両面から市域の

強靭化を図るための施策分野別の推進方針や数値目標等を設定

　計画内容は、政府が定める国土強靭化基本計画に準じ概ね５年ごとに見直すこととし、

新規
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〔事務事業名〕 橋梁長寿命化対策事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

(１)事業内容

・ 橋長2m以上の橋梁の定期点検　3,025橋

・ 長寿命化のための詳細設計の実施（６橋）

・ 橋梁補修工事の実施（１０橋）

(２)期　　間 平成２１年度～平成３４年度

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・地方債 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　都市整備局道路港湾管理課

　課長　頼経　秀智

　内線　３６６４

　直通　０８６－８０３－１４１６

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　市管理橋梁は高度成長期に多数建設されており、橋長15m以上の橋梁のうち架設後５０年
以上経過する橋梁数は現在全体の約１割程度であるが、１０年後には約４割、２０年後には
約６割となります。
　また、橋梁の耐用年数は５０年程度とされていますが、適切なメンテナンスにより１００年以
上は使用可能といわれており、これらの老朽化する橋梁に対し、従来の事後保全型の維持
管理を続けた場合、補修、更新費用が大幅に増加し、適切な維持管理を続けることが困難と
なる恐れがあります。
　これら橋梁の適切な点検と評価に基づく補修や補強を実施することにより、補修・更新費用
を低減・平準化するとともに、橋梁の長寿命化を図り、道路利用者の安全・安心を確保しま
す。

927,000

509,500

130,200

287,300

430,000

担当課名

担当者名

電　　　話
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〔事務事業名〕 消防署所適正配置事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・地方債 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　消防局消防企画総務課

　課長　片岡　英雄

　内線　３７７１

　直通　０８６－２３４－０１１９

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　近い将来に発生が予想される南海トラフ地震に対応できるよう、「新耐震基準」に適合して
いない消防庁舎を建て替え、災害に強い防災拠点の整備を進めます。

425,260

事業期間

平成２８年度
事業内容

区　　　分 （仮称）吉備津出張所 建部出張所

　　　　平成２７年度～
　　　　　　　　平成２８年度

　　　　平成２７年度～
　　　　　　　　平成２８年度

建築工事等

整備場所

建築工事等

・北区吉備津1016-5から移転
・高松地域センターと合築

北区高松原古才246-2
（高松ふれあいプラザ跡地）

北区建部町福渡839-2
（隣接地建替え）

その他

担当者名

電　　　話

422,000

3,260

1,699,020

担当課名
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〔事務事業名〕 住宅用火災警報器の設置推進事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　消防局予防課

　課長　松岡　浩志

　内線　３７７２

　直通　０８６－２３４－９９７４

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　火災から市民の生命を守るためには、死者の発生する割合の高い住宅火災から市民を守
ることが最も重要です。
　そのため、火災の早期発見に有効で、被害軽減に高い効果が期待できる住宅用火災警報
器が全ての住宅に設置され、適切に維持管理される必要があります。
　現在、岡山市の設置率は５６％で、全国の８１％と比べて非常に低い状況であることから、
住宅用火災警報器の設置・普及を推進し、住宅における防火・安全性を向上させます。

担当者名

電　　　話

市内各学区・地区から防火への取組の進んだ町内会を1つずつ選定、計約2万世帯を
対象に消防職・団員による戸別訪問指導を実施

奏功事例、設置後10年目の交換時期に関する事項も明記したリーフレットを作成、市広
報紙に挟み込んで市内約28万世帯へ配布

LPガス事業者等の各家庭と関係が構築され住宅用火災警報器も取扱のある事業者へ
の設置推進の協力依頼を強化

5,100

5,100

○

○

○

500

担当課名
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〔事務事業名〕 橋梁耐震補強事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

(１)事業内容

・ 耐震補強のための詳細設計の実施（２橋）

・ 耐震補強工事の実施（１橋）

・ 耐震補強工事の工事委託（２橋）

(２)期　　間 平成２１年度～平成３０年度

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・地方債 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　都市整備局道路港湾管理課

　課長　頼経　秀智

　内線　３６６４

　直通　０８６－８０３－１４１６

395,000

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　南海トラフ巨大地震の発生のおそれが指摘されている中、地震発生時には道路橋梁の落
橋等が発生した場合には、二次災害の発生や道路ネットワークが寸断されることによる救急・
救援活動や、緊急物資の輸送、復旧活動等への支障が懸念されています。
　緊急輸送道路上の橋梁や鉄道・高速道路等を跨ぐ跨線・跨道橋の耐震補強を進め、落橋
等を防止することにより、緊急輸送道路のネットワーク確保や二次災害を防止し、安全な都
市インフラを確保することにより、道路利用者の安全・安心の更なる増進を図ります。

195,000

107,000

79,000

9,000
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〔事務事業名〕 住宅・建築物耐震改修等補助事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

(３)診断・改修補助内容

〔耐震診断〕・・・木造住宅・建築物

※１

〔耐震改修〕・・・木造住宅・建築物

※２

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・県支出金 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　都市整備局建築指導課

　課長　久保　代士夫

　内線　４６１０

　直通　０８６－８０３－１４４５

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

  南海トラフによる巨大地震の可能性が高いと指摘され、本市にも多大な影響を受けると懸
念されるなかで、市民の安心・安全を確保するために、木造住宅の耐震診断、耐震改修及
び建築物の耐震診断の補助を行い耐震化の促進を図ります。

222,690

111,341

31,539

79,810

240,900

担当課名

要緊急安全確認大規模建築物※２

区　　　　　　　分 内容

木造住宅
耐震診断

補強計画

補強設計 不特定多数の者が利用す
る大規模な建築物で、耐震
改修の促進を図るもの耐震改修

戸建て住宅 耐震診断

建築物 耐震診断

部分改修

  市内に存する住宅・建築物で、昭和５６年５月３１日以前に着工された
ものなど、市の要綱に合致するもの。

　対象建築物の所有者で、市税を完納しているなど市の要綱に合致す
るもの。

(２)補助対象者

(１)対象建築物

全体改修

木造住宅

耐震改修促進計画に指定
される避難路沿道建築物
で、耐震診断が義務化され
る

要安全確認計画記載建築物※１ 耐震診断

区　　　　　　　分 内容

耐震ｼｪﾙﾀｰ

防災ﾍﾞｯﾄﾞ
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〔事務事業名〕 空家等適正管理支援事業

１　事業の趣旨

２　事業内容 

※「地域活性化」に関する補助制度を追加【拡充】

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　都市整備局住宅課

　課長　矢吹　幸司

　内線　４６６０

　直通　０８６－８０３－１４６６
電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　適切な管理が行われていない空家等が防災、防犯、衛生、景観等の市民の生活環境に深
刻な影響を及ぼしていることを受け、「空家等対策の推進に関する特別措置法」（以下「法」）
及び「岡山市空家等の適切な管理の促進に関する条例」（以下「条例）」に基づき、空家等の
利活用や適切な管理を促進させるために、所有者等の自主的な取組みを促すもの。

30,000

4,500

25,500

30,000

担当課名

担当者名

　平成２７年度モデル事業をベースに、法及び条例と連携した助成を行う。
○空き家診断助成
　　耐震・劣化診断の費用の一部を助成
　　対象：特措法上の空家等
○空き家リフォーム助成
　　リフォームに係る経費の一部を助成（一般・地域活性化【拡充】）
　　対象：特措法上の空家等
○空き家除却助成
　　老朽化した危険な空家等の除却に係る経費の一部を助成（一般・地域活性化【拡充】）
　　対象：特措法上の特定空家等
　　　※いずれも上限額有
　　　※いずれの助成も特措法上の措置である勧告を受けた空家等は対象外

　地域の交流やにぎわいを活性化させることを目的に、空き家を、体験宿泊施設、交流施設
等に活用するための改修や、跡地をポケットパーク等へ活用するための除却を行う場合の経
費の一部を一般分より補助率等を引き上げて助成するもの。
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〔事務事業名〕 用水路等安全対策

１　事業の趣旨

２　事業内容

(１)事業内容

・ 用水路危険箇所の調査委託の実施

・ 用水路危険箇所の安全対策工事の実施

転落防止柵等設置（警察把握分：２５箇所　市把握分：３６箇所）

【平成２８年度】警察把握分：２５箇所　市把握分：１９箇所

(２)期　　間 平成２８年度～平成３１年度

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　経済局農村整備課 　都市整備局道路港湾管理課

　課長　川上　広司 　課長　頼経　秀智

　内線　４５７０ 　内線　３６６４

　直通　０８６－８０３－１３４８ 　直通　０８６－８０３－１４１６

　都市整備局道路計画課 　下水道河川局下水道河川計画課

　課長　平澤　重之 　課長　山内　章宏

　内線　３６４０ 　内線　４９８０

　直通　０８６－８０３－１６９６ 　直通　０８６－８０３－１４９９

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　岡山市内においては、これまでも市民が用水路等へ転落することによる死傷事故が度々
発生しており、道路管理者として用水路転落に対する安全対策の実施が急務となっていま
す。このような状況下、地元や警察とも連携し、用水路等の危険箇所に対する安全対策を集
中的に実施し、市民の通行の安全性の向上を図ります。

116,650

116,650

－

担当課名

担当者名

電　　　話

地元と協働により把握した危険性の把握、延長、断面測定作業、調査項目による採点、
ランク付けなど

新規
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〔事務事業名〕 下水道による浸水対策

１　事業の趣旨

２　事業内容

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・地方債 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　下水道河川局下水道河川計画課

　計画担当課長　河原　浩一

　内線　４９７０

　直通　０８６－８０３－１４９９

26,050

441,500

担当課名

担当者名

電　　　話

272,600

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　近年の異常気象や市街地の進展などにより、市内で浸水被害が広範囲に発生した地区や
常襲化している地区があるため、下水道施設の整備等により、浸水被害を軽減し、安全・安
心な市民生活の確保及び財産の保護を図ります。

浸水被害常襲地区（平田・浦安・芳田）の雨水渠及び雨水管の整備を昨年度に引き続き行
います。

484,100

185,450
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〔事務事業名〕 下水道施設の長寿命化・地震対策の推進

１　事業の趣旨

２　事業内容

○管路耐震・長寿命化

　　　重要な幹線等の耐震診断及び液状化判定

　　　築造後５０年以上経過した老朽管の調査及び管更正工事ほか

○ポンプ場長寿命化

　　　錦・笹ヶ瀬・天瀬・巌井ポンプ場長寿命化工事ほか

○処理場長寿命化

　　　岡東浄化センター水処理長寿命化工事委託ほか

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・地方債 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　下水道河川局下水道河川計画課

　計画担当課長　河原　浩一

　内線　４９７０

　直通　０８６－８０３－１４９９

1,636,131

担当課名

担当者名

電　　　話

103,159

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　老朽化が進んでいる下水道施設について、市民生活に重大な影響を及ぼす下水道施設
の機能停止等を未然に防ぐため、限られた予算の中で整備費の平準化を図りながら施設の
改築更新と耐震化を計画的に進めます。

2,929,394

1,269,635

1,556,600
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〔事務事業名〕 浸水対策特別事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

過去に浸水被害が発生した地区を中心に次の事業を実施する。

○浸水地区の現地測量、モニタリング等(今保地区，藤田地区)

○緊急時における初動体制の整備（ポンプユニット等）

○排水ポンプの増設及び基本設計等

○排水ポンプの長寿命化計画の策定

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・地方債 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　下水道河川局下水道河川計画課

　課長　山内　章宏

　内線　４９８０

　直通　０８６－８０３－１４３４

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　近年、地球温暖化等の急激な気候変動に伴い、台風の大型化やゲリラ豪雨などの集中的
な降雨の増加が顕著となり、岡山市でも浸水被害が増大しています。
　より効果的・効率的な浸水対策を行うためには、大規模な浸水対策施設の整備を実施する
一方で、担当部局の異なる各種浸水対策施設を連携させることが重要であるため、局所的
な浸水対策により、浸水被害の軽減を図ります。

133,293

54,000

79,293

29,200
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〔事務事業名〕 水道管路耐震化等更新事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・地方債 千円

・一般財源 千円

(前年度当初予算額　 千円)

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　水の安定供給にも寄与しつつ、南海トラフ巨大地震に備え、災害被害の極小化と最低限
の給水確保を図ります。

　老朽管の更新を中心に、水道管路の更新及び耐震化を行います。

4,676,402

担当課名

4,291,675

219,000

4,072,675

　水道局経営管理課

　課長　西井　保

　直通　０８６－２３４－５９１４

担当者名

電　　　話
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〔事務事業名〕 水道施設耐震化等更新事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・地方債 千円

・その他 千円

・一般財源 千円

　(前年度当初予算額　 千円)

93,400

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　水道水の安定供給にも寄与しつつ、南海トラフ巨大地震に備え、災害被害の極小化と最
低限の給水確保を図ります。

　浄水設備、配水池などの水道施設の更新及び耐震化を行います。

4,089,535

担当者名

電　　　話

　水道局経営管理課

　課長　西井　保

　直通　０８６－２３４－５９１４

881,000

7,200

3,107,935

担当課名

2,207,050
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〔事務事業名〕 学校耐震改修整備事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

○校舎耐震改修工事

小学校７校９棟、中学校７校１０棟の耐震改修工事の実施

○校舎耐震改築工事

小学校３校７棟、中学校４校７棟の耐震改築工事の実施

３　要求額

（１）歳出額 千円

・小学校耐震改修事業費 千円

・中学校耐震改修事業費 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・地方債 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　教育委員会事務局学校施設課

　課長　竹本　幹也

　内線　３８０７

　直通　０８６－８０３－１５７６
電　　　話

606,527

3,026,900

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

5,492,846

1,859,419

7,624,048

担当課名

担当者名

　学校施設は、児童・生徒などの学習・生活の場であるとともに、非常災害時には地域住民
の応急避難場所としての役割も果たすことから、その安全性の確保は極めて重要であり、耐
震化の推進が喫緊の課題です。
　公立学校施設は、岡山市の将来を担う子どもたちの命を預かる場所であり、「市有建築物
の耐震化計画指針」を踏まえ、校園舎の耐震化を推進します。

1,781,586

3,711,260

- 102 -



〔事務事業名〕 公民館耐震改修整備事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・地方債 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　中央公民館

　館長　片岡　延之

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　「岡山市有建築物の耐震化計画指針」に基づき、昭和５６年以前建築の旧耐震基準で建
てられた地区公民館及び分館の耐震診断を行った結果に基づき、現行の耐震基準と同等
（ＲＣ造の建物で耐震改修促進法構造耐震指標のIs値が０．６以上、また、木造の建物で構
造評点がIw値が０．７以上）に引き上げられるよう、危険度の高い建物から順次、耐震改修工
事前年度実施設計を経て、耐震改修工事を進めます。

613,735

447,300

161,904

担当課名

担当者名

電　　　話

　平成２８年度は、耐震診断を行った結果に基づき、ＲＣ造・Ｓ造の建物で耐震改修促進法
構造耐震指標のIs値が０．３未満、危険度が高く緊急性を要する建物（３地区公民館、２分
館）の耐震改修工事を行う。
　また、残る危険度が高く緊急性を要する建物（２地区公民館、１０分館）の耐震改修工事前
年度実施設計を行う。

　直通　０８６－２７２－７８８６

4,531

36,497
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〔事務事業名〕 小中学校への災害用備蓄倉庫の設置

１　事業の趣旨

２　事業内容

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・地方債 千円

（前年度当初予算額 千円)

　危機管理室

　地域防災担当課長　安井　英明

　内線　５８５４

　直通　０８６－８０３－１０８２

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　平成２５年度に策定した備蓄計画に基づき、災害時に避難所となる小中学校への分散備
蓄を充実させるため、余裕教室等が確保できない学校へ備蓄倉庫を設置し、不測の事態へ
の対応を強化します。

担当者名

電　　　話

38,400

38,400

－

担当課名

　余裕教室等がなく物資を備蓄できない小中学校のうち、倉庫設置が可能な学校につい
て、平成２８年度・平成２９年度の２カ年で災害用備蓄倉庫を設置します。
 備蓄倉庫には、食糧、水、毛布その他生活必需品を備蓄します。

新規
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〔事務事業名〕 自転車安全運転免許証交付事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

(１)対象者

　小学４年生から６年生（実施目標　小学校６０校（回）、児童１４，０００人）

(２)実施内容

(３)実施方法

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　市民生活局生活安全課交通安全防犯室

　室長　青江　良浩

　内線　３２４０

　直通　０８６－８０３－１１０６

－

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　市民への正しい自転車の交通ルールやマナーの周知と市民の交通安全意識の一層の向
上を図るため、児童が自転車を本格的に乗り始める段階で交通ルールやマナーを楽しく学
び、交通安全意識を高めることにより、自転車事故の防止につなげます。

　自転車安全運転講習を行い、受講した児童に「自転車安全運転免許証（セーフティ
サイクル　ライセンス）」を交付

　岡山市交通指導員による自転車交通ルール・マナーの講義と実技講習を受講した児
童に対して自転車安全運転免許証を交付

3,550

3,550

新規
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〔事務事業名〕 特殊詐欺等被害対策電話機設置支援事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

(１)対象者

(２)補助対象機器

(３)実施方法

(４)補助台数

(５)補助率及び補助限度額

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　市民生活局生活安全課交通安全防犯室

　室長　青江　良浩

　内線　３２４０

　直通　０８６－８０３－１１０６

担当者名

電　　　話

　２００台（平成２８年度から平成３２年度まで、各年度２００台　5年間で合計１，０００台）

　補助率：補助対象経費の１／２　　補助限度額：１台あたり6,000円

3,900

3,900

－

担当課名

　申請者が委託業者を通して岡山市に補助申請し、交付決定後に委託業者が申請者
宅に電話機を設置し、申請者は委託業者に補助金額を差し引いた電話機の代金を支
払う。

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　平成２７年１１月、岡山市と岡山県警察本部との間で、刑法犯認知件数の減少と、体感治
安の向上を目標とした覚書『「安全で安心なまちづくり」岡山市行動プラン』を締結しました。
　その取組みの一環として、特殊詐欺被害の未然防止の効果を見込み、詐欺対策機能を有
した電話機の購入に補助金を交付する「特殊詐欺等被害対策電話機設置支援事業」を実
施します。

　 電話機２００台を取付け、申し込み受付から配送、設置、設置後のアンケート調査を業
務委託で行う。

　市内在住の６５歳以上の独居又は２人世帯の者

　非通知電話の不接続、通話先の事前確認、自動通話録音の機能を有した固定電話機

新規
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〔事務事業名〕 防犯カメラ設置支援事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

(１)対象者

(２)実施内容

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・県支出金 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　市民生活局生活安全課交通安全防犯室

　室長　青江　良浩

　内線　３２４０

　直通　０８６－８０３－１１０６

52,577

22,500

担当課名

担当者名

電　　　話

52,500

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　街頭犯罪や少年非行等の防止を図り、犯罪のない安全で安心なまちづくりを推進するた
め、平成２７年度に引き続き、防犯カメラを設置する住民団体に対して設置費用の一部を支
援する「岡山市防犯カメラ設置支援事業」を実施します。
　なお、平成２７年１１月、岡山市と岡山県警察本部との間で締結した『「安全で安心なまちづ
くり」岡山市行動プラン』の施策となっています。

　 町内会、自治会、商店街組合その他の地域的な共同活動を行う団体

   防犯カメラの購入（賃貸を含む）及び設置工事費等に要する経費の９０％以内で、防
犯カメラ１台につき３０万円を上限として３５０台分補助

105,077
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〔事務事業名〕 地域防犯ボランティア支援事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

(１)実施内容

(２)実施方法

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　市民生活局生活安全課交通安全防犯室

　室長　青江　良浩

　内線　３２４０

　直通　０８６－８０３－１１０６

3,618

－

担当課名

担当者名

電　　　話

3,618

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

   平成２７年１１月、岡山市と岡山県警察本部との間で、刑法犯認知件数の減少と、体感治
安の向上を目標とした覚書『「安全で安心なまちづくり」岡山市行動プラン』を締結しました。
　その取組みの一環として、嘱託職員２名を新たに配置し、地域の防犯ボランティア団体へ
の現地指導や啓発活動などを行う「地域防犯ボランティア支援事業」を実施します。

　地域防犯ボランティア団体等に対する各種防犯指導や啓発活動等

地域の集会所等での防犯教室の実施、現地での防犯指導および啓発活動等

新規
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〔事務事業名〕 東山斎場再整備事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

・平成２５年度　　測量、地質調査、駐車場の実施設計及び都市計画決定

・平成２６年度　　駐車場及び雨水貯留槽整備工事､東山斎場再整備事業者の選定

・平成２７年度　　駐車場及び雨水貯留槽整備工事、東山斎場再整備実施設計 

・平成２８年度

・平成２９年度

・平成３０年度

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・地方債 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　市民生活局生活安全課

　課長　大畑　誠

　内線　３２３０

　直通　０８６－８０３－１２７７
電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　現在の東山斎場は、建設以来４０年余を経過し老朽化が進むとともに、耐震化に対応でき
ていないことに加え、待合室が狭くバリアフリーにも対応できていないなどの課題があること
から現地での建替え整備を平成２６年度から平成３０年度の予定で進めています。

既存の火葬炉を稼働させながら、斎場を再整備します。

既存待合棟の解体工事、許認可の手続き

新火葬棟の建替工事

627,829

543,300

84,529

230,319

担当課名

担当者名

新火葬棟の建替工事　供用開始予定

- 109 -



〔事務事業名〕 新斎場整備事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・地方債 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　市民生活局生活安全課

　課長　大畑　誠

　内線　３２３０

　直通　０８６－８０３－１２７７

30,149

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　東山斎場を現地で再整備することに伴い、環境に配慮した最新の火葬炉設備が大型化し
ていることに加えて敷地的な制約から、現在２０炉ある人体炉が１４炉に減少します。
　平成２４年の調査より、将来的な火葬需要ピークの必要炉数予測から、新斎場の整備によ
り火葬炉数不足を補うとともに、将来的な火葬需要への対応と災害時等のリスク分散の必要
性から新斎場の整備を進めています。

　平成２７年度は、環境影響調査等を実施し、その調査結果を地元へ説明を行いました。ま
た、地形測量、都市計画に向けての基礎調査を実施しています。
　平成２８年度は、引き続き基礎調査を実施します。その後、都市計画決定の手続きを始め
ます。

44,346

9,000

35,346
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〔事務事業名〕 岡山市環境基本計画及び地球温暖化対策実行計画の改定

１　事業の趣旨

２　事業内容

（１）

(２) 図解、グラフ等内容のビジュアル化  

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　環境局環境保全課

　課長　槙尾　卓己

　内線　３９９０

　直通　０８６－８０３－１２８２

岡山市環境基本計画、岡山市地球温暖化対策実行計画及び岡山市地域省エネル
ギービジョンの統合

　これらの計画等は内容の重複や類似が多くみられる。市民協働により施策を推進する
には、市民にわかりやすい計画に改める。

　環境施策は長期間にわたり持続的に取組むことが求められるため、将来の担い手とな
る若年層が理解しやすい内容にする。
　なお、岡山市環境基本計画は、現行計画の中で平成28年度に見直すこととしている。
また、岡山市地球温暖化実行計画の温室効果ガス削減目標値は、国の政策や中長期
ロードマップが示された時点で見直しを行うこととしている。

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　 国が策定する予定の地球温暖化対策に関する計画や、市の総合計画長期構想の策定を
踏まえ、現行の岡山市環境基本計画及び岡山市地球温暖化対策実行計画の改定を行いま
す。

12,744

12,744

－

新規
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〔事務事業名〕 地球温暖化対策推進事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

○スマートエネルギー導入促進事業

・

○省エネルギー啓発事業

・ 環境パートナーシップグリーンカンパニー活動に対する支援

・ ライトダウンキャンペーン及びエコドライブ講習の実施

○市有施設等の省エネルギー化促進事業

・ 太陽光発電設備・電気自動車の導入

・ 二酸化炭素削減ポテンシャル診断

○環境保全推進事業

・ 市民の自主的な地球環境保全活動への支援

・ 水辺の教室、いきものフェスティバル等の環境教育の実施

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・その他 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　環境局環境保全課

　課長　槙尾　卓己

　内線　３９９０

　直通　０８６－８０３－１２８２

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　地球温暖化対策実行計画で定めた温室効果ガス排出量の削減目標の達成に向け、市
民・事業者と協働して省エネルギーの取組を行うことにより環境にやさしいライフスタイルへ
の転換を図ります。
　また、市が率先して導入を促進している市有施設への太陽光発電や電気自動車の導入等
を通じて、安全・安心で低炭素型のまちづくりに努めます。

住宅・事業所への創エネ、省エネ、畜エネ機器の導入に対して助成

317,469

担当課名

担当者名

電　　　話

328,115

10,646

385,295
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〔事務事業名〕 生ごみ削減のための堆肥化推進事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

（１）内容

①

②

③

④

（２）期間

平成28年4月1日～平成29年3月31日

（３）その他

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　環境局環境事業課

　課長　森峰　清

　内線　3970

　直通　０８６－８０３－１２９７

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　 ごみの減量化・資源化を推進するため、可燃性家庭ごみの約４割をしめる厨芥類（生ご
み）を減量することは、各自治体においては急務であり、本市においても毎年の「家庭ごみ
組成分析調査」で、厨芥類（生ごみ）の減量を指摘されています。
　 すでに、可燃ごみ削減のため、生ごみ処理機・コンポスト購入補助を実施していますが、
市民に「生ごみを堆肥化し、ごみを減らす」ことを手軽にできる「ダンボールコンポスト」の使
用を普及促進し可燃ごみの減量化・資源化を図ります。

4,500

4,500

肥料を使用して出来た花などの販売について、市で広報する。

　 事業実施については普及促進業務と堆肥管理業務の2つの業務が必要であると考え
ている。特に普及促進業務については、岡山市エコ技術研究会（産学官民の協働により
廃棄物処理・再資源化に関する調査研究及び技術開発を行い、循環型社会の形成に
寄与する任意の団体）の技術が不可欠となる。

－

担当課名

担当者名

電　　　話

ダンボールコンポストと堆肥セットを希望者に配付し、家庭の生ごみで堆肥を作り、
出来た堆肥をスーパー等の協力店で回収する。

回収する際に、希望により「ダンボールコンポストセット再配布」もしくは「協力店で使
えるポイント付与」をする。

協力店からの堆肥回収は障害者雇用施設が行い、堆肥を施設で熟成させ肥料に
し、花の栽培などに使用してもらう。

新規
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〔事務事業名〕 生物多様性地域戦略策定事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

（１）生物多様性地域戦略策定

（２）意見収集

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　環境局環境保全課

　課長　槙尾　卓己

　内線　３９９０

　直通　０８６－８０３－１２８２

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

科学的な知見と多様な主体（市民、企業、環境保全団体等）の参画により、地域の特色や実
情、これまでの取組などを踏まえ、本市の豊かな生態系を次世代に引き継いでいくために生
物多様性の保全の道筋となる岡山市生物多様性地域戦略を策定します。

担当者名

電　　　話

岡山市生物多様性地域戦略の策定を通じて生物多様性の重要性を市民、企業等に周
知し、生物多様性の保全に関する取り組みを促す。

7,426

7,426

3,360

担当課名

　市民をはじめ多様な主体の意見を生物多様性地域戦略に反映させるため、主体別ア
ンケートをはじめタウンミーティング、パブリックコメントを行う等により、市民等の意見の反
映を図る。
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〔事務事業名〕 汚水処理施設整備

１　事業の趣旨

２　事業内容

市街化区域の整備促進

　　操明・東岡山・妹尾・庭瀬・津高地区などの市街化区域の整備に取り組みます。

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・地方債 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　下水道河川局下水道河川計画課

　計画担当課長　河原　浩一

　内線　４９７０

　直通　０８６－８０３－１４９９

5,800,000

担当課名

担当者名

電　　　話

142,059

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　岡山市の下水道普及率（平成２６年度末６５．１％）は、全国的（平成２６年度末全国平均７
７．６％）にも低い状況にあります。１４万人の汚水処理未普及人口の早期解消に向け整備を
促進し、良好な水環境の保全を図ります。

4,976,274

776,515

4,057,700
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〔事務事業名〕 合併処理浄化槽設置整備事業費補助金

１　事業の趣旨

２　事業内容

○合併処理浄化槽の新設に対する補助

・

○既存住宅の汲取便所・単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換に対する補助

・ 国基準額に２５％上乗せ（５人槽　４１５千円など）による補助

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・その他 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　環境局環境保全課

　課長　槙尾　卓己

　内線　３９９０

　直通　０８６－８０３－１２９４

434,784

担当課名

担当者名

電　　　話

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　健康で快適な暮らしや良好な水環境の保全を図るため、合併処理浄化槽と下水道等との
役割分担による総合的な生活排水処理対策に取り組んでいます。
　下水道計画区域外や当面整備予定がない区域内で、自宅に合併処理浄化槽を設置する
個人に対して、申請に基づき補助金を交付しています。
　また、既存住宅で汲取便所・単独処理浄化槽から、し尿と生活雑排水を併せて処理する合
併処理浄化槽へ転換するものについては、当面３年間補助金の上乗せを行うことにより、合
併処理浄化槽の設置促進を図り、生活排水処理対策を加速させ、公共用水質の改善を進
めていきます。

国基準額（５人槽　３３２千円など）による補助

434,875

157,852

277,023
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〔事務事業名〕 一宮浄化センター施設改修事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

（１）内容

・上記工事についての監理業務委託

（２）期間

平成２６年度～平成３０年度

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・国庫支出金 千円

・地方債 千円

・その他 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　環境局環境施設課

　課長　福林　繁

　内線　３９８０

　直通　０８６－８０３－１３１１

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　老朽化した処理施設について、現有施設を利用し公共下水道への接続に向けた改修を
行い、設備の小型化、効率化による維持管理費の削減を図ります。

・前処理脱水機の設置工事及びプラント設備の更新工事

484,000

担当課名

担当者名

電　　　話

910,214

299,257

538,600

12,506

59,851
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〔事務事業名〕 総合計画の策定

１　事業の趣旨

２　事業内容

　○基本政策審議会

　○前期中期計画（仮称）（素案）への意見募集

　○市民等への周知

年度

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　政策局総合計画課

  課長　門田　和宏

　内線　３５９０

　直通　０８６－８０３－１０４３

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　人口減少問題や少子高齢化をはじめとする時代の変化や課題に対応するため、新たな総
合計画を策定し、中長期的な展望に立ったまちづくりを進めます。
　平成２７年度に策定する長期構想（仮称）では、「都市づくりの基本目標」と「将来都市像」
を定めるとともに、その実現に向けた「都市づくりの基本方向」を明らかにすることとしており、
平成２８年度には、長期構想（仮称）に基づく施策の具体的展開を示す前期中期計画（仮
称）を策定します。

29,560

11,700

　学識経験者等１５名で構成する基本政策審議会を開催し、前期中期計画(仮称)につ
いて審議します。

　前期中期計画（仮称）（素案）についてパブリックコメントを実施するとともに、各種団体
との意見交換会、出前説明会を開催し、市民等の意見を反映させます。

　総合計画を広く市民等に周知し、協働によるまちづくりを進めるため、総合計画の冊
子、概要版を作成します。

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２ Ｈ３３ Ｈ３４ Ｈ３５ Ｈ３６ Ｈ３７

担当課名

担当者名

電　　　話

総
合
計
画

長期構想(仮称)：１０年間

前期中期計画(仮称)：５年間 後期中期計画(仮称)：５年間

29,560
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〔事務事業名〕 連携中枢都市圏ビジョンの策定

１　事業の趣旨

２　事業内容

○連携中枢都市圏宣言

○連携協約の締結

○都市圏ビジョンの策定

関係自治体

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　政策局政策企画課

　課長　宮安　好子

　内線　３５８０

　直通　０８６－８０３－１０４０

　本市が、関係自治体との連携に基づき、圏域全体の将来像を描き、圏域全体の経
済をけん引し、圏域の住民全体の暮らしを支えるという役割を担う意思の宣言

　関係自治体と連携して事務を処理するに当たっての基本的な方針及び役割分担
を定める協約を締結

　連携中枢都市圏における将来像の実現に向けた、連携協約等に基づき推進する
具体的取組など、おおむね５年間の計画を策定

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　人口減少・超高齢社会にあっても、地域を活性化し経済を持続可能なものとし、圏域の住
民が安心して快適な暮らしを営めるよう、新たな市町村連携の仕組みとして国が推進する連
携中枢都市圏構想に取り組みます。

　本市が中心となって関係自治体８市５町との連携について協議・検討し、平成２８年度中に
「連携中枢都市圏宣言」、「連携中枢都市圏ビジョン懇談会の設置」、「連携協約の締結」及
び「都市圏ビジョンの策定」を目指します。

300

担当課名

担当者名

電　　　話

岡山市、津山市、玉野市、総社市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市、和
気町、早島町、久米南町、美咲町、吉備中央町

7,439

7,439
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〔事務事業名〕 第２回瀬戸内４県都市長会議の開催

１　事業の趣旨

２　事業内容

　○開催日程　　平成２８年秋

　○開催場所　　岡山市

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　政策局政策企画課

　課長　宮安　好子

　内線　３５８０

　直通　０８６－８０３－１０４０

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　岡山市、広島市、高松市及び松山市は、それぞれの地域における中心的役割を持ち、周
辺自治体を含めた地域の発展に取り組んでいるところですが、「瀬戸内」というブランドイメー
ジを持つ４市が一体的なつながりを持ち、広域連携による新たな発展を目指します。

　「瀬戸内」の中心都市である岡山市、広島市、高松市及び松山市の４市が連携して、観光
振興や販路拡大などの共通課題に取り組み、互いの特性を活かして相乗効果を発揮するこ
とを目指し、４市の市長による会議の場を設けます。

電　　　話

350

350

－

担当課名

担当者名

　第１回会議での協議結果に基づき、マレーシアでのプロモーションを４市で連携して実施し
ます。（事業実施担当は観光コンベンション推進課）

新規
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〔事務事業名〕 第78回全国都市問題会議の開催

１　事業の趣旨

２　事業内容

（１）実施内容

（２）開催日時 平成２８年１０月６日(木)～７日(金)

（３）開催場所 岡山国際ホテル

（４）主　　　催

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　政策局行政改革推進室

　室長　後河　正浩

　内線　３５９１

　直通　０８６－８０３－１０９６

担当課名

担当者名

電　　　話

29,170

29,170

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　全国の市長、議員、自治体関係者及び研究者等が一堂に会し、時勢を踏まえた都市問題
や都市行政課題について討議を行う「全国都市問題会議」を開催します。

全国市長会、(公財)後藤・安田記念東京都市研究所、(公財)日本都市セン
ター、岡山市

　例年２，０００人程度が参加し、都市問題や都市行政の緊急課題に関わる
ものをテーマとして取り上げ、基調講演、パネルディスカッションなどを行い
ます。

－

新規
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〔事務事業名〕 区役所・地域センター等整備事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

○ 中区役所整備事業　　675,064千円

○ 吉備地域センター整備事業　　48,417千円

○ 高松地域センター整備事業　　125,817千円

○ 福田地域センター整備事業　　6,620千円

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・地方債 千円

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　市民生活局区政推進課

　課長　好本　信明

　内線　３７５０

　直通　０８６－８０３－１０３３

担当者名

電　　　話

　福田地域センターを、福田公民館に併設することにより整備

855,918

703,400

152,518

630,944

担当課名

　高松地域センターを、旧高松支所跡地に西消防署吉備津出張所との合築により整備

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　市民サービスの拠点となる区役所等の施設について、地域のまちづくりや防災の拠点とし
て持続的なサービスが提供できるよう、市有施設等との複合化などによる、効率的な整備を
進めます。

　中区役所を行政サービス及び防災拠点の施設として建替整備

　吉備地域センターを、吉備公民館との合築により建替整備し、移転開設後は現行の地
域センター庁舎を解体撤去し、跡地を駐車場として整備
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〔事務事業名〕 公共施設等マネジメント推進事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

(１)公共施設総合管理計画策定事業

(２)固定資産台帳整備事業

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　財政局財産活用マネジメント推進課

　課長　今尾　繁

　内線　４４３０

　直通　０８６－８０３－１１５０

担当課名

担当者名

電　　　話

○

○ 全庁的な取組体制として平成２６年度に設置した「岡山市公共施設等マネジメント推進
本部」を運営し全庁一体となった取り組みを推進するとともに、公共施設等マネジメント
への市民の関心を高めるため、シンポジウムや出前講座などを行います。

○ 土地、建物の数量情報等を記載する公有財産台帳や道路台帳等各部署で管理してい
る法定台帳、物品台帳等を１つに統合し、市全体の資産を網羅的に把握するとともに、
従来把握していなかった資産価値情報等を加えた台帳として整備することにより、地方
公会計の財務諸表の補助簿として使用しつつインフラを含めた公共施設等マネジメント
にも活用していきます。

191,000

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　今後、公共施設等のまとまった更新時期が到来し、また、将来的な人口減少と少子高齢化
が見込まれる中、施設需要の変化が予想されることから、インフラも含めた公共施設の統廃
合や長寿命化、公民連携等によるマネジメントを推進することによって、財政負担の軽減や
平準化を図るとともに公共施設等の最適な配置の実現を目指します。

平成２７年度に構築する「施設管理支援システム」の施設データ等を踏まえ、施設類型ご
との方針を盛り込んだ「公共施設等総合管理計画」を平成２８年度中に策定します。

74,170

74,170
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〔事務事業名〕 ＰＰＰ(公民連携)事業

１　事業の趣旨

２　事業内容

　※ＰＰＰ Ｐublic Ｐrivate Ｐartnership

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　財政局財産活用マネジメント推進課

　課長　今尾　繁

　内線　４４３０

　直通　０８６－８０３－１１５０
電　　　話

公共と民間が連携して、それぞれお互いの強みを活かすことによって、最適な
公共サービスの提供を実現するもの

4,800

4,800

－

担当課名

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　公共施設等マネジメントにおける、市と民間とのハコモノの相互利用のために有効な手段
や方法を探るとともに、民間との情報の提供・交換・共有を行うことでマネジメントの促進を図
ります。

○ 平成２７年度の内閣府事業「ＰＰＰ／ＰＦＩに関する地域プラットフォーム形成支援」を踏ま
え、「岡山ＰＰＰ交流広場」民間提案活用支援事業による、廃止施設等の再活用・売却を
促進

担当者名
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〔事務事業名〕 社会保障・税番号制度に対応した市民サービスの提供

１　事業の趣旨

２　事業内容

(1)実施内容

(２)サービス開始時期

３　要求額

（１）歳出額 千円

（２）財源内訳

・一般財源 千円

（前年度当初予算額 千円)

　市民生活局区政推進課

　課長　好本　信明

　内線　３７５０

　直通　０８６－８０３－１０３３

85,290

25,938

担当課名

担当者名

電　　　話

85,290

平成２８年度当初予算主要事業要求資料

　平成２８年１月からの社会保障・税番号制度の開始に伴い、個人番号カードによる多目的
利用（コンビニ交付）が可能な証明書に戸籍関係の証明書を追加し、市民の利便性の向上
を図ります。

　コンビニ交付による戸籍関係証明書（戸籍全部事項証明書、戸籍個人事項証明書、戸籍
の附票の写し）の発行に対応するための関係システムの改修

平成29年2月（予定）

（先行実施分（住民票の写し、印鑑登録証明書）　平成28年2月）
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